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１
．
は
じ
め
に

２
０
２
１
年
度
特
定
非
営
利
活
動

法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
（
以
下
、

東
腎
協
）
の
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
第
３
波
の
感
染
拡
大
の
中

で
始
ま
り
、
第
４
波
ア
ル
フ
ァ
株
、

第
５
波
デ
ル
タ
株
、
第
６
波
で
は
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
と
次
々
と
変
異
株
が
猛

威
を
振
る
い
、
東
京
で
は
ほ
と
ん
ど

の
期
間
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発

令
さ
れ
「
ま
ん
延
防
止
重
点
措
置
」

が
実
施
さ
れ
る
中
で
の
活
動
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
昨
年
度
に
続
き
各
患

者
会
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
東
腎
協
、
全

腎
協
の
行
事
等
で
自
粛
を
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
総

会
、
理
事
会
等
に
つ
い
て
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議
の
形
式

で
開
催
し
ま
し
た
。

東
腎
協
と
し
て
は
機
関
誌
「
と
う

じ
ん
き
ょ
う
」５
月
号（
№
２
３
３
）

に
「
透
析
患
者
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告

表 １　２０２０年１２月末　慢性透析療法の現状
� （日本透析医学会資料）

透析施設数 ４，４９３施設 ６施設増
慢性透析者 ３４７，６７１人 ３，０３１人増

通
院

血液透析等 ３０６，２４３人 ９６．６％
腹膜透析等 ３０，３３９人 ３ ．３％

入
院

血液透析等 ３０，３３９人 ９８．９％
腹膜透析等 ３２７人 １．１％

在宅血液透析 ７５１人 ０．２％
夜間透析 ３１，４６８人 ０．１％

新規導入患者数 ４０，７４４人 １４１人減
死亡患者数 ３４，４１４人 ２２８人減
導入平均年齢 ７０．８８歳 ０．４６歳増
患者平均年齢 ６９．４ 歳 ０．３９歳増
最長透析者 ５２年 ４ ヶ月

表 ２　都道府県患者数上位（ １～１０位）
２０２０年１２月末 前年比

１．東京 ３３，５２１人 ４８２人増
２．大阪 ２４，１７１人 ４ 人増
３．神奈川 ２２，２０９人 ２３０人増
４．埼玉 １９，６７５人 ４４１人増
５．愛知 １９，０７７人 ５０人増
６．北海道 １６，３７０人 ７ 人減
７．千葉 １６，００６人 １２４人増
８．福岡 １５，６４９人 ２９８人増
９．兵庫 １４，５０５人 ３８９人増
１０．静岡 １１，３５８人 ６ 人減

る
Ｑ
＆
Ａ
」
を
緊
急
掲
載
し
、
透
析

患
者
が
り
患
し
た
場
合
に
重
症
化
す

る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
か
ら
積
極
的

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
東
京
都
透
析
医
会
、
東

京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会

等
と
連
携
し
、
情
報
共
有
を
密
に
し
、

会
員
へ
の
情
報
提
供
及
び
り
患
し
た

透
析
患
者
の
医
療
供
給
体
制
の
確
保

に
努
め
ま
し
た
。

東
京
都
へ
の
２
０
２
２
年
度
予
算

要
請
は
昨
年
同
様
リ
モ
ー
ト
で
行
い
、

都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
人
数
を
制

限
し
て
参
加
、
各
種
医
療
費
助
成
制

度
の
維
持
継
続
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
透
析
医
療
の
諸
問
題
に
つ
い
て
万

全
な
対
策
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
５
月
に
東
京
で
開
催

を
予
定
し
て
い
た
「
全
腎
協
５０
周
年

記
念
全
国
大
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
首
都
圏
だ
け
で

は
な
く
、
全
国
的
に
感
染
拡
大
を
起

こ
し
た
こ
と
か
ら
開
催
を
延
期
し
、

２
０
２
２
年
６
月
に
５０
周
年
記
念
式

典
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
は
東
腎
協
も
創
立

５０
周
年
を
迎
え
記
念
大
会
（
１０
月
３０

日
）
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

５０
周
年
と
い
う
大
き
な
区
切
り
の
年

の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
患
者
会
活

動
の
停
滞
を
払
し
ょ
く
し
、
新
た
な

飛
躍
の
年
に
す
る
べ
く
患
者
会
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２
．
透
析
患
者
を
め
ぐ
る
情
勢

（
１
）�

２
０
２
０
年
末
慢
性
透
析
患

者
の
現
状

（
全
国
の
慢
性
透
析
患
者
の
特
徴
）

①
２
０
２
０
年
末
慢
性
透
析
患
者

３
４
７
，
６
７
１
人
（
前
年
比
３
，

０
３
１
人
増
）

②
２
０
２
０
年
末
透
析
患
者
の
平
均

年
齢
６９
・
４
歳（
前
年
比
０
・
３９
歳
増
）

③
２
０
２
０
年
末
新
規
導
入
患
者
の

平
均
年
齢
７０
・
８８
歳
（
前
年
比
０
・

４６
歳
増
）

④
２
０
２
０
年
末
の
東
京
の
透
析
患

者
数
３
３
，
５
２
１
人
（
前
年
比
４

８
２
人
増
）

第
１
号
議
案

第
１
号
議
案
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（
２
）�

透
析
患
者
の
医
療
費
を
め
ぐ

る
情
勢

①
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
後
退
等

に
つ
い
て
（
地
方
に
お
け
る
個
人
負

担
増
）

２
０
２
１
年
度
東
京
都
の
公
費
負

担
医
療
制
度
に
つ
い
て
大
き
な
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他
の
道

府
県
で
は
、
毎
月
一
定
の
自
己
負
担

が
発
生
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま

す
。
関
東
に
お
い
て
も
６５
歳
以
上
の

新
規
透
析
導
入
患
者
を
助
成
制
度
対

象
と
し
な
い
自
治
体
や
院
外
処
方
を

助
成
対
象
と
し
な
い
自
治
体
が
あ
り

ま
す
。
東
京
都
も
６５
歳
以
上
の
新
規

透
析
導
入
患
者
に
つ
い
て
は
「
マ
ル

障
」（
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
）
で
は
助
成
対
象
外
と
な
っ
て
い

ま
す
が
「
マ
ル
都
」（
東
京
都
難
病

医
療
費
助
成
制
度
・
高
額
所
得
者
を

除
く
）
に
よ
り
多
く
の
患
者
は
、
自

己
負
担
が
な
く
人
工
透
析
が
受
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
２
０
２

２
年
度
も
継
続
し
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
保
険
制
度
で
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
一
定
所
得
以
上
は
１

割
負
担
か
ら
２
割
負
担
に
な
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
透

析
患
者
（
透
析
患
者
は
６５
歳
か
ら
利

用
可
能
）
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
負

担
割
合
が
増
え
る
こ
と
で
自
治
体
の

財
政
負
担
増
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
公
費
負
担
医
療
制
度
の
後
退
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
も
負
担
割

合
の
引
き
上
げ
が
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
公
的

な
助
成
制
度
が
な
く
、
介
護
老
人
保

険
施
設
や
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
の

ホ
テ
ル
コ
ス
ト（
居
住
費
や
食
費
等
）

や
一
定
の
資
産
保
有
者
へ
の
補
足
給

付
の
廃
止
な
ど
、
透
析
患
者
が
高
齢

化
し
長
期
療
養
や
介
護
支
援
が
必
要

な
患
者
が
増
加
す
る
中
、
利
用
者
負

担
が
出
来
ず
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

②
診
療
報
酬
の
改
定
に
つ
い
て

２
０
２
２
年
診
療
報
酬
改
定
（
４

月
か
ら
改
定
）
に
つ
い
て
、
人
工
腎

臓
用
特
定
保
健
医
療
材
料
（
ダ
イ
ア

ラ
イ
ザ
ー
）
や
人
工
腎
臓
（
慢
性
維

持
透
析
を
行
っ
た
場
合
の
技
術
料
）、

外
来
医
学
管
理
料
（
検
査
費
用
）
な

ど
に
つ
い
て
は
、
下
げ
幅
は
低
い
も

の
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夜
間
加
算
、
休
日
加
算
、
導
入
期
加

算
（
１
、
２
）、
障
害
者
加
算
な
ど

に
つ
い
て
変
更
は
な
く
、
在
宅
血
液

透
析
管
理
料
の
引
き
上
げ
や
在
宅
自

己
腹
膜
灌
流
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
）
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
加
算
の
新
設
な
ど
在
宅
治
療

に
重
点
を
置
い
た
改
定
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
改
定
後
の
影
響
に
つ

い
て
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
診
療
報
酬

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
透
析
時
運
動
指
導
等
加
算
７５
点

運
動
指
導
を
開
始
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
９０
日
を
限
度
と
し
て
、
透
析

中
の
運
動
療
法
（
ベ
ッ
ド
上
で
自
転

車
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
で
の
運
動

等
）
に
つ
い
て
加
算

２�

．
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基

本
料　

慢
性
維
持
透
析
管
理
加
算　

１
日
に
つ
き
１
０
０
点

有
床
診
療
所
（
１９
床
以
下
の
入
院

ベ
ッ
ド
を
持
つ
医
療
機
関
）
療
養
病

床
に
入
院
し
た
場
合
に
加
算

（
２
０
１
４
年
か
ら
２０
床
以
上
の
病

院
で
、
基
準
１
の
療
養
病
床
で
慢
性

維
持
透
析
管
理
加
算
が
設
定
）

３�

．
在
宅
自
己
腹
膜
灌
流
指
導
管
理

料　

遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
加
算　

月
１
回
に
限
り
１
１
５
点

在
宅
で
腹
膜
透
析
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
）

を
行
う
場
合
に
、
自
動
腹
膜
灌
流
用

装
置
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
）
に
搭
載
さ
れ
た
情

報
通
信
機
器
を
活
用
し
、
注
液
量
や

廃
液
料
、
体
重
等
の
状
態
を
継
続
的

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
加
算

３
．
東
腎
協
の
患
者
会
の
現
状

（
１
）
患
者
、
患
者
会
の
現
状

①
２
０
２
１
年
度
患
者
会
の
動
向
に

つ
い
て

患
者
会
の
現
状
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
で
、

患
者
会
総
会
、
役
員
会
、
例
会
、
学

習
会
な
ど
会
員
、
患
者
・
家
族
等
が

参
加
す
る
従
来
の
対
面
形
式
の
会
議

が
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら

に
、
透
析
患
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
か
ら
患
者
会
活
動
の
休
止
、

解
散
な
ど
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
２
０
２
１
年
度
期
末
会
員

数
は
１
８
７
２
人
（
前
期
比
マ
イ
ナ

ス
２
２
２
人
）
と
な
り
２
千
人
を
大

き
く
割
り
込
み
ま
し
た
。
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東
腎
協
と
し
て
は
、
暫
定
的
に
組

織
と
し
て
の
患
者
会
は
残
し
て
個
人

会
員
へ
移
行
し
、
機
関
誌
の
配
布
や

会
費
の
納
入
な
ど
は
事
務
局
が
代
行

し
対
処
し
て
き
ま
し
た
が
、
患
者
会

の
維
持
継
続
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
休
会
（
解

散
）
し
て
い
た
患
者
会
が
数
年
ぶ
り

に
十
数
名
で
再
結
成
す
る
と
い
う
朗

報
も
あ
り
ま
し
た
。
将
来
の
患
者
さ

ん
の
た
め
に
休
会
し
て
も
再
結
成
の

た
め
に
「
患
者
会
」
は
残
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
事
例
と
な

り
ま
し
た
。

②
患
者
会
は
全
腎
協
、
東
腎
協
運
動

の
カ
ナ
メ

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
安

心
し
て
透
析
を
受
け
ら
れ
る
医
療
体

制
」
の
維
持
・
継
続
の
た
め
に
は
、

全
腎
協
、
東
腎
協
の
存
在
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
の
構
成
員
で
あ
る
病
院

患
者
会
・
会
員
は
東
腎
協
の
安
定
し

た
運
営
を
行
う
た
め
の
財
源
を
支
え

る
意
味
で
大
変
重
要
で
す
。
高
齢
化

に
よ
る
役
員
不
足
な
ど
い
ろ
い
ろ
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
患
者
会
活

動
で
ご
心
配
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
事
務
局
や
東
腎
協
役
員
に
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

③
未
組
織
施
設
へ
の
新
た
な
取
り
組
み

本
年
３
月
に
、
東
京
都
透
析
医
会

会
長
安
藤
亮
一
先
生
、
東
京
都
透
析

医
会
災
害
対
策
委
員
長
花
房
規
男
先

生
、
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
世
話
人
酒
井
謙

先
生
、
菊
地
勘
先
生
、
三
多
摩
腎
疾

患
治
療
医
会
理
事
長
要
伸
也
先
生
連

名
の
推
薦
文
を
同
封
し
た
、
東
腎
協

会
長
名
で
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協

機
関
誌
・
入
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
常
備

の
お
願
い
」
の
文
書
を
約
２
０
０
の

会
員
施
設
（
東
腎
協
患
者
会
の
あ
る

６８
施
設
を
除
く
）
へ
郵
送
し
ま
し
た
。

回
答
書
に
は
必
要
機
関
誌
部
数
、
入

会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

の
可
・
不
可
、
ご
担
当
者
な
ど
記
入

し
て
い
た
だ
き
、
回
答
を
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
都
の
透
析
施
設
（
約
４
０
０

施
設
）
の
多
く
の
施
設
に
、
東
腎
協

機
関
誌
、
入
会
パ
ン
フ
等
が
常
備
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
患
者

さ
ん
に
東
腎
協
、
全
腎
協
を
知
っ
て

も
ら
い
将
来
的
な
会
員
増
加
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
．
２
０
２
１
年
度
の�

�

事
業
報
告

（
１
）�

ブ
ロ
ッ
ク
・
青
年
部
・
地
域

腎
友
会
そ
の
他
の
活
動
報
告

□
東
部
、
北
部
、
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

�

ブ
ロ
ッ
ク
長　

古
暮　

宏

２
０
２
１
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続
き
、
重
症
化
、

死
亡
リ
ス
ク
が
高
い
私
た
ち
透
析
患

者
は
３
密
を
避
け
感
染
予
防
対
策
を

徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
正
会

員
、
個
人
会
員
会
議
、
勉
強
会
、
新

年
会
な
ど
の
行
事
全
て
を
実
施
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員

減
少
の
結
果
、
現
在
の
ブ
ロ
ッ
ク
体

制
を
継
続
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
、

来
年
度
か
ら
新
た
に
２３
区
ブ
ロ
ッ
ク

と
し
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

２
０
２
２
年
度
活
動
と
し
て
正
会

員
会
議
を
７
月
１７
日
（
日
）
に
、
個

人
会
員
会
議
を
９
月
４
日
（
日
）
に

開
催
し
ま
す
。
対
面
に
よ
る
会
議
か

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
か
は
今
後
の
コ
ロ
ナ

感
染
状
況
を
見
て
決
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
年
度
中
に
患
者
会
員
、

個
人
会
員
合
同
の
勉
強
会
、
親
睦
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

□
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

�

ブ
ロ
ッ
ク
長
代
行　

横
溝　

久
美
子

２
０
２
１
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
拡
大
の
た
め
、
予
定
し
て
い

た
正
会
員
会
議
や
個
人
会
員
交
流
会
、

学
習
会
、
新
年
会
等
す
べ
て
の
行
事

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事
の
会
議
を

理
事
会
の
後
リ
モ
ー
ト
で
行
い
、
コ

ロ
ナ
、
患
者
会
の
状
況
な
ど
を
情
報

交
換
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
年
度
に

向
け
て
正
会
員
の
ス
マ
ホ
、
Ｐ
Ｃ
、
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表3　５年間の会員の推移（期末会員数）
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メ
ー
ル
、
ラ
イ
ン
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
環
境

を
調
査
し
ま
し
た
。
ま
だ
十
分
な
集

約
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
来
年
度

は
正
会
員
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
も
企

画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
青
年
部

�

青
年
部
長　

小
林
正
和

○�

９
月
１２
日　

全
腎
協
青
年
研
修
会

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
）　

テ
ー
マ
「
透

析
者
の
就
労
に
つ
い
て
」
大
串
智

美
さ
ん
が
体
験
談
を
報
告
。

○�

１１
月
２８
日　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
部
長

会
議
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
議
）

○�

３
月
６
日　

全
腎
協
青
年
委
員
会

主
催　

腎
臓
病
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ロ
ン

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
）

○�

東
腎
協
青
年
部
と
し
て
の
活
動
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
活
動
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

□
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会

�

委
員
長　

古
暮
宏

透
析
患
者
の
生
活
の
質
（Q

uality 
of life=

略
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
に
資

す
る
た
め
「
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
中
心
的
な
課
題
と
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
機
関
誌
「
と
う
じ

ん
き
ょ
う
」
１０
月
号
（
№
２
３
５
）

で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
対
策
を
運
動
療
法

の
視
点
か
ら
考
え
る
」
と
い
う
特
集

を
、
虎
の
門
病
院
腎
セ
ン
タ
ー
内
科

の
星
野
純
一
先
生
に
執
筆
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

ま
た
、「
東
京
歩
こ
う
会
」
は
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
続
き
、
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
透
析
患
者
は
３
蜜

を
避
け
感
染
予
防
を
徹
底
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
開
催
を
見
送
り
ま

し
た
。

（
２
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
活
動
報
告

①
東
京
都
透
析
医
会
と
の
連
携

８
月
３
日
（
火
）
２
０
２
１
年
度

第
１
回
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策

委
員
会
が
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、

参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
陽
性
透
析

患
者
の
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
、
各
透
析
施

設
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
、
隔
離
室

の
準
備
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
５
月
に
改
定

さ
れ
た
東
京
都
福
祉
保
健
局
発
行
の

「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
定
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
の
説
明
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

周
知
徹
底
お
よ
び
区
市
町
村
の
行
政

側
と
透
析
施
設
側
災
害
担
当
者
と
の

顔
合
わ
せ
な
ど
を
目
的
と
し
た
研
修

会
が
東
京
都
の
事
業
と
し
て
予
算
が

つ
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
研
修
会
は
本
年
度
、
全
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
３
日
（
金
）
に
は
、
災
害
時

情
報
伝
達
訓
練
結
果
に
よ
る
「
Ｄ
Ｉ

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
机
上
訓
練
」
が

リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
で

は
、
被
災
施
設
と
受
入
施
設
の
情
報

か
ら
、
患
者
の
受
け
入
れ
先
を
決
定

す
る
操
作
を
実
際
に
操
作
し
、
現
状

の
シ
ス
テ
ム
の
改
善
点
に
つ
い
て
討

議
さ
れ
ま
し
た
。

１２
月
２７
日
（
月
）
の
第
２
回
委
員

会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
と
な
っ

た
透
析
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ

い
て
の
報
告
、
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
の
現

状
と
課
題
な
ど
の
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
要
望
し
て
お
り
ま
し

た
「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
定
に
伴
う
患

者
向
け
講
演
会
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

本
年
３
月
２６
日
に
東
京
都
、
東
腎
協

後
援
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
講
座
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

②
東
京
都
予
算
要
請

東
京
都
へ
の
２
０
２
２
年
度
予
算

要
請
は
、
９
月
２１
日
（
火
）
リ
モ
ー

ト
で
行
い
、
９
つ
の
大
項
目
と
１６
の

小
項
目
を
要
請
し
回
答
を
得
ま
し
た

（
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
№

２
３
５
秋
号
に
要
約
を
掲
載
）。

（
要
請
９
大
項
目
）

１
．�

各
種
医
療
費
助
成
制
度
等
の
維

持
継
続
に
つ
い
て

２
．�

要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化

に
つ
い
て

３
．�

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の

取
組
に
つ
い
て

４
．�

腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
に
つ

い
て

５
．
透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て

６
．
患
者
中
心
の
透
析
医
療
に
つ
い
て

７
．�

透
析
患
者
へ
の
大
災
害
対
策
に

つ
い
て

８
．
再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に
つ
い
て

９
．
就
労
支
援
に
つ
い
て

③
都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

８
月
３１
日　

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
東
京
都
議
団
、
都
議
会
自
民
党
、

都
議
会
公
明
党
、
都
議
会
立
憲
民
主

党
、
共
産
党
東
京
都
議
団
と
懇
談
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
人
数
を
制
限
し
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て
訪
問
し
、
各
種
医
療
費
助
成
制
度

の
維
持
継
続
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

透
析
医
療
の
諸
問
題
に
つ
い
て
万
全

な
対
策
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請

し
ま
し
た
（
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き

ょ
う
」
№
２
３
５
秋
号
に
要
約
を
掲

載
）。

④
東
腎
協
第
９
回
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
中
止
と
し
ま
し
た
。

⑤
第
５１
次
国
会
請
願
運
動

第
５１
次
国
会
請
願
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
よ
り
、
全
腎
協
よ
り
一

括
し
て
各
都
道
府
県
紹
介
議
員
に
郵

送
し
て
国
会
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

東
京
の
紹
介
議
員
は
衆
参
厚
生
労

働
委
員
の
石
田
昌
宏
参
議
院
議
員
、

土
田
慎
衆
議
院
議
員
（
以
上
自
民
）、

竹
谷
と
し
子
参
議
院
議
員
（
公
明
）、

川
田
龍
平
参
議
院
議
員（
立
憲
民
主
）、

宮
本
徹
衆
議
院
議
員
（
共
産
）
の
５

名
の
国
会
議
員
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

東
京
の
署
名
数
は
全
腎
協
５
，
７

５
３
筆
（
昨
年
７
，
０
５
２
筆
）、

募
金
は
５
９
６
，
７
４
０
円
（
昨
年

６
７
４
，
９
１
０
円
）
で
し
た
。

（
３
）
社
会
貢
献
事
業
活
動
報
告

①
第
４０
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
中
止
と
し
ま
し
た
。

②
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン

パ
レ
ー
ド

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
中
止
と
し
ま
し
た
。

③
第
３３
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の

集
い２

０
２
２
年
３
月
２０
日
（
日
）
都

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
無
観
客
で
録
画

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
動
画
配
信
は

４
／
１
～
１１
／
３０
ま
で
東
腎
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
。
録
画
撮
影

は
講
師
の
要
伸
也
先
生
、
中
村
未
生

先
生
、
共
催
の
東
京
都
福
祉
保
健
局

疾
病
対
策
課
渡
部
ゆ
う
課
長
、
主
催

の
東
腎
協
か
ら
は
戸
倉
会
長
ほ
か
１２

名
が
参
加
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
取
っ
て
行
い
ま
し
た
。

（
４
）
委
員
会
活
動
報
告

①
政
策
行
政
委
員
会

�

委
員
長　

古
暮　

宏

昨
年
度
の
政
策
行
政
委
員
会
活
動

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の

影
響
を
大
き
く
受
け
、
予
定
し
て
い

た
計
画
の
多
く
が
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
最
も
重
要
な
東
京
都
へ

の
予
算
要
望
は
透
析
患
者
に
対
す
る

各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持
継
続

な
ど
１６
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
も
助
成
制
度
が
維

持
継
続
さ
れ
る
他
、
要
望
項
目
に
一

定
の
前
向
き
な
回
答
を
得
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

ま
た
東
京
都
議
会
各
会
派
と
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
予
算
要
請
内
容

を
説
明
し
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

②
災
害
対
策
委
員
会

�

委
員
長　

戸
倉
振
一

昨
年
同
様
、
東
京
都
透
析
医
会
災

害
対
策
委
員
会
、
東
京
都
特
殊
疾
病

対
策
協
議
会
腎
不
全
対
策
部
会
に
参

加
し
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
さ
ら
に
、
大
き
な
進
展
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
区
市
町
村
と
透
析
医

療
機
関
の
連
携
は
一
部
の
地
域
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
東

京
都
福
祉
保
健
局
発
行
の
「
災
害
時

に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
改
定
に
と
も
な
う
、
そ
の
周

知
の
研
修
会
が
、
東
京
都
か
ら
東
京

都
透
析
医
会
に
委
託
さ
れ
開
催
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
区
市
町
村

で
、
行
政
側
の
担
当
課
と
透
析
医
療

機
関
側
の
リ
ー
ダ
ー
の
顔
合
わ
せ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
本
研
修
会

で
紹
介
さ
れ
た
、
先
駆
的
な
取
組
み

や
好
事
例
を
取
り
ま
と
め
た
「
災
害

時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
組

事
例
集
（
案
）」
を
作
成
し
、
本
年

７
月
頃
に
福
祉
保
健
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
広
く
公
開
さ
れ
る

予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
透
析
医
療
機
関
や

行
政
担
当
者
を
交
え
た
地
域
に
お
け

る
災
害
時
の
透
析
医
療
体
制
の
さ
ら

な
る
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
障
害
者

施
策
推
進
部
計
画
課
調
整
担
当
か
ら
、

東
京
都
の
災
害
時
要
配
慮
者
対
策
関

連
指
針
の
改
訂
に
伴
う
意
見
照
会
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
透
析
患
者
の
対

応
の
部
分
に
つ
い
て
の
意
見
を
提
出

し
ま
し
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
透
析
患
者
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
１０
月
１
日
よ
り
、

円
滑
な
入
院
・
転
院
調
整
の
た
め
、

東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
病
院

間
お
よ
び
病
院
・
東
京
都
新
型
コ
ロ

ナ
入
院
調
整
本
部
間
で
情
報
共
有
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
１
月
に
は
酸
素
・
医
療
提
供

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
赤
羽
）
に
透
析
医

療
機
能
が
付
加
さ
れ
ま
し
た
。
２
月

に
は
、
感
染
拡
大
に
と
も
な
い
透
析

医
療
確
保
の
た
め
の
、
重
症
度
に
応

じ
た
透
析
医
療
実
施
、
コ
ロ
ナ
陽
性

透
析
患
者
の
外
来
維
持
透
析
実
施
の

た
め
の
「
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
透
析

患
者
搬
送
受
付
」
の
運
用
に
つ
い
て

の
研
修
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
東
京
都
に
お
い
て
は
万
全

の
対
策
を
と
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

③
総
務
委
員
会

�

委
員
長　

須
賀
春
美

定
款
第
３
章
役
員
・
そ
の
他
（
種

別
及
び
定
数
）
第
１３
条
（
１
）「
理

事
１５
人
以
上
３５
人
以
内
」
を
「
理
事

５
人
以
上
３５
人
以
内
」
と
改
訂
す
る

こ
と
を
第
１
７
４
回
理
事
会
で
承
認

し
、
第
１７
回
総
会
に
提
案
し
ま
す
。

④
広
報
委
員
会

�

委
員
長　

板
橋
俊
司

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
№

２
３
３
号
か
ら
№
２
３
７
号
ま
で
４

号
発
行
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

（
各
号
の
主
な
特
集
記
事
）

○
５
月
号
（
№
２
３
３
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

す
る
Ｑ
＆
Ａ
」

著
・
菊
池
勘
先
生
（
日
本
透
析
医
会
、

医
学
会
、
腎
臓
学
会
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
合
同
委
員
会
委

員
長
）

○
７
月
号
（
№
２
３
４
）

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
・
フ
レ
イ
ル
対
策
を
栄
養
の
観
点

か
ら
考
え
る
」

著
・
伊
藤
明
日
香
先
生
（
東
京
医
科

大
学
病
院
栄
養
管
理
科
）、
宮
澤
靖

先
生
（
同　

科
長
）、
菅
野
義
彦
先

生
（
東
京
医
科
大
学
腎
臓
内
科
主
任

教
授
）

○
１０
月
号
（
№
２
３
５
）

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
・
フ
レ
イ
ル
対
策
を
運
動
療
法
の

視
点
か
ら
考
え
る
」

著
・
星
野
純
一
先
生
（
虎
の
門
病
院

腎
セ
ン
タ
ー
内
科
）

○
１
月
号
（
№
２
３
６
）

「
誰
も
が
必
ず
訪
れ
る
人
生
の
最
終

段
階
に
つ
い
て
」

著
・
酒
井
謙
先
生
（
東
邦
大
学
医
学

部
腎
臓
額
講
座
）

（
５
）
関
連
す
る
他
団
体
と
の
活
動

①
全
国
腎
臓
病
協
議
会

２
０
２
１
年
度
、
２
０
２
２
年
度

理
事
と
し
て
、
東
腎
協
か
ら
戸
倉
振

一
会
長
と
板
橋
俊
司
事
務
局
長
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

全
腎
協
中
長
期
運
営
委
員
会
、
社

会
保
障
委
員
会
、
災
害
対
策
委
員
会
、

組
織
対
策
委
員
会
、
広
報
委
員
会
、

５０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
の
委
員
と

し
て
活
動
し
ま
し
た
。

②
全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

第
９０
回
～
９４
回
（
６
／
５
、
８
／
２８
、

１０
／
２
、
１２
／
１８
、
２
／
１９
）
は
Ｗ

Ｅ
Ｂ
に
よ
る
会
議
を
行
い
、
各
県
の

活
動
・
組
織
状
況
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
全
腎
協
理
事
の
推
薦
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

③
東
京
難
病
団
体
連
合
会

東
腎
協
か
ら
理
事
と
し
て
参
加
さ

れ
て
い
た
東
難
連
理
事
長
の
榊
原
靖

夫
さ
ん
が
長
期
入
院
の
の
ち
本
年
１

月
７
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
古
暮
副
会
長
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
理
事
会
に
参
加
し
対
応
し
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
総
会
、

理
事
会
と
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
、
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
相
談
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
東
京
都
へ

の
予
算
要
請
、
都
議
会
各
会
派
と
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
１２
月
９
日
に

回
答
を
得
ま
し
た
。
な
お
来
年
度
は
、

東
腎
協
よ
り
理
事
と
し
て
古
暮
副
会

長
を
推
薦
し
ま
す
。

（
６
）
そ
の
他
の
事
業
報
告

①
は
ん
ぶ
ん
米

東
京
都
が
管
理
し
て
い
る
「
災
害

備
蓄
米
『
は
ん
ぶ
ん
米
』」
に
つ
い
て
、

今
年
度
は
約
３
０
，
０
０
０
食
を
無

償
譲
渡
さ
れ
、
東
腎
協
の
指
定
す
る

病
院
施
設
・
患
者
会
・
個
人
会
員
、

全
腎
協
各
県
腎
協
に
１
５
，
０
０
０

食
配
布
し
ま
し
た
。
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２
０
２
２
年
度
事
業
計
画（
案
）

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画（
案
）

東
腎
協
創
立
５０
周
年
に
際
し
、
守
ろ
う
透
析
医
療
、

向
上
さ
せ
よ
う
透
析
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

と
の
協
力
。

③�

厚
生
労
働
省
が
と
り
ま
と
め
た

「
腎
疾
患
対
策
検
討
会
報
告
書

（
Ｈ
３０
．
７
）
～
腎
疾
患
対
策
の

さ
ら
な
る
推
進
を
目
指
し
て
～
」

の
達
成
す
べ
き
目
標
の
東
京
都
で

の
推
進
。

④�

「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
東
京
都
福
祉

保
健
局
２
０
２
１
年
改
訂
）
の
各

地
域
で
の
具
体
化
。

⑤�

透
析
患
者
の
生
活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

の
向
上
に
資
す
る
た
め
、「
腎
臓

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
必
要

な
患
者
が
必
要
な
時
に
受
け
ら
れ

る
た
め
の
取
り
組
み
。

⑥�

運
動
療
法
の
一
環
と
し
て
「
東
京

歩
こ
う
会
」
の
開
催
。

⑦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
安
全
な

医
療
体
制
、
透
析
患
者
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
と

腎
臓
病
患
者
へ
の
情
報
発
信
の
取

り
組
み
。

（
４
）
人
生
の
最
終
段
階
に
透
析
患

者
が
望
む
医
療
と
ケ
ア
の
推

進

①�

人
生
の
最
終
段
階
に
透
析
患
者
が

望
む
医
療
と
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る

（
１
）
国
へ
の
要
望
の
窓
口
と
し
て

全
腎
協
の
存
続
の
重
要
性

①�

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
透
析

医
療
が
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
の

継
続
。

②�

医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
透
析
医

療
の
患
者
負
担
限
度
額
維
持
（
特

定
疾
病
療
養
受
療
制
度
）。

③�

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
腎

機
能
障
害
者
認
定
の
継
続
。

（
２
）
東
京
都
へ
の
要
望
窓
口
と
し

て
東
腎
協
の
存
続
の
重
要
性

①�

東
京
都
難
病
医
療
費
助
成
制
度

（
マ
ル
都
）
の
継
続
。

②�

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

（
マ
ル
障
）・
福
祉
手
当
等
の
継
続
。

（
３
）
腎
臓
病
患
者
の
社
会
復
帰
・

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
資
す
る
活
動

①�

東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員

会
、
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
三
多
摩
腎
疾

患
治
療
医
会
等
と
の
連
携
・
災
害

対
策
の
推
進
。

②�

Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
啓
発
（
都
民
の
集

い
）・
臓
器
移
植
対
策
（
臓
器
移

植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）・
医
療
機
関

１
・
は
じ
め
に

２
０
２
２
年
度
特
定
非
営
利
活
動

法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
（
以
下
、

東
腎
協
）
は
、
創
立
５０
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
５０

年
前
私
た
ち
先
人
の
命
を
か
け
た
活

動
に
よ
り
東
腎
協
は
結
成
し
、
今
日

ま
で
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
安
心
し
て
透
析
が
受
け
ら
れ
る

医
療
体
制
」
を
堅
持
す
る
た
め
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
も
先
人
の
意
思
を
引
き
継
ぎ

現
在
直
面
し
て
い
る
諸
課
題
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
創
立
５０
周
年
記
念

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
な

事
業
は
以
下
の
通
り
で
す
。

２
０
２
２
年
１０
月
３０
日
（
日
）
東

腎
協
創
立
５０
周
年
記
念
大
会
が
「
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」
で
開
催
し
ま

す
。
実
行
委
員
会
と
し
て
は
、
１０
年

毎
に
実
施
し
て
い
る
「
会
員
実
態
調

査
」
及
び
「
創
立
５０
周
年
記
念
誌
」

の
発
行
、「
記
念
式
典
・
会
員
表
彰
」

な
ど
対
面
で
の
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
す
。

な
お
、
２
０
２
２
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
り
、

会
員
・
患
者
の
感
染
予
防
を
第
一
と

し
、
事
業
の
一
部
変
更
や
中
止
を
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

２
．「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
安
心
し
て
透
析
が
受

け
ら
れ
る
医
療
体
制
」
の
継

続
、
全
腎
協
・
東
腎
協
の
組

織
強
化
を
目
指
し
て

第
２
号
議
案

第
２
号
議
案
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よ
う
な
医
療
体
制
構
築
の
た
め
の

要
望
活
動
へ
の
取
り
組
み
。

②�
人
生
の
最
終
段
階
の
医
療
と
ケ
ア

に
つ
い
て
、
患
者
に
と
っ
て
最
良

の
選
択
を
行
う
た
め
に
繰
り
返
し

話
し
合
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
共
同

意
思
決
定
（shared decision 

m
aking

：SD
M

）
と
本
人
が
家

族
等
や
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
と
事

前
に
繰
り
返
し
話
し
合
う
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（advance care 

planning

：A
CP

）
に
つ
い
て
学

習
会
の
開
催
。

３
．�

患
者
会
の
存
続
・
強
化
を

目
指
し
て

（
１
）
患
者
会
を
存
続
さ
せ
て
い
く

た
め
、
必
要
な
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

必
要
な
対
策

①�

病
院
患
者
会
活
動
へ
の
支
援
（
機

関
誌
の
配
布
・
会
費
集
金
な
ど
の

代
行
）。

②�

個
人
会
員
の
会
費
、
企
業
・
団
体

の
協
賛
金
、
寄
付
金
等
に
よ
る
安

定
収
入
確
保
へ
の
取
り
組
み
。

③�

腎
臓
病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た

め
、
患
者
の
体
験
（
機
関
誌
、
Ｈ

Ｐ
等
で
発
信
）
を
通
じ
て
、
社
会

的
認
知
の
向
上
と
患
者
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
団
体
を
目
指
す
取
り
組

み
。

④�

透
析
歴
が
初
期
、
中
期
、
長
期
、

年
代
別
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
る

機
会
を
増
や
す
取
り
組
み
。

⑤�

移
植
者
（
経
験
者
）・
保
存
期
の

患
者
へ
の
活
動
の
輪
を
広
げ
る
取

り
組
み
。

（
２
）
未
組
織
施
設
へ
の
取
組
み

東
京
都
透
析
医
会
、
東
京
都
区
部

災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会
に
ご
支
援

い
た
だ
き
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
機

関
誌
・
入
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
常
備
の

お
願
い
」文
書
を
約
２
０
０
施
設（
東

腎
協
患
者
会
の
あ
る
６８
施
設
を
除

く
）
へ
郵
送
し
東
腎
協
の
活
動
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
。

東
京
都
の
透
析
施
設
（
約
４
０
０

施
設
）
の
多
く
の
施
設
に
、
東
腎
協

機
関
誌
、
入
会
パ
ン
フ
等
が
常
備
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
患
者

さ
ん
に
東
腎
協
、
全
腎
協
を
知
っ
て

も
ら
い
、
将
来
的
な
会
員
増
強
へ
の

取
り
組
み
。

４
．
２
０
２
２
年
度
の�

�

事
業
計
画

（
１
）
社
会
貢
献
事
業

①
「
第
４０
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」１０

月
２
日
（
日
）
に
井
の
頭
恩
賜

公
園
で
東
京
都
と
共
催
で
開
催
。

②
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン

パ
レ
ー
ド
の
開
催

今
年
度
も
東
腎
協
も
参
加
す
る

「
臓
器
移
植
推
進
連
絡
協
議
会
（
臓

移
連
）」
と
共
催
し
、
１０
月
に
「
臓

器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ

ー
ド
」
の
開
催
。

③
東
京
都
へ
の
「
２
０
２
３
年
度
予

算
要
請
」

８
月
に
東
京
都
へ
「
２
０
２
３
年

度
予
算
要
請
」
を
行
い
ま
す
。
行
政

・
政
策
委
員
会
を
中
心
に
要
請
内
容

を
さ
ら
に
深
め
ま
す
。

（
要
請
内
容
）

１
．�

各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持

継
続

２
．
要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化

３
．�

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
予
防

へ
の
取
り
組
み
の
推
進

４
．�

腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
対
応

に
つ
い
て

５
．�

透
析
医
療
の
安
全
確
保
に
つ
い

て

６
．�

透
析
患
者
の
地
震
を
中
心
と
し

た
大
規
模
災
害
発
生
時
の
対
策

に
つ
い
て

７
．�

再
生
医
療
の
早
期
実
現
と
臓
器

移
植
の
普
及
推
進
に
つ
い
て

８
．�

腎
臓
病
患
者
の
就
労
支
援
に
つ

い
て

９
．�

透
析
導
入
の
見
合
わ
せ
、
治
療

の
中
断
に
つ
い
て

④
第
５２
次
国
会
請
願
署
名
活
動

全
腎
協
主
催
で
５０
年
間
継
続
し
て

い
る
「
国
会
請
願
署
名
活
動
」
は
、

今
後
も
継
続
し
取
り
組
む
べ
き
重
要

な
活
動
で
す
。
地
道
に
確
実
に
取
り

組
み
、
国
と
の
パ
イ
プ
を
維
持
す
べ

き
活
動
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
署

名
活
動
の
取
り
組
み
、
期
間
は
２
０

２
２
年
１０
月
か
ら
２
０
２
３
年
１
月

ま
で
と
し
ま
す
。

⑤
腎
臓
病
を
考
え
る
「
第
３４
回
都
民

の
集
い
」
の
開
催

広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
の
早
期
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発
見
、
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る
た
め
、

２
０
２
３
年
３
月
に
「
第
３４
回
腎
臓

病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」
を
東
京

都
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。
マ
ス
コ

ミ
・
医
療
施
設
・
公
共
施
設
等
へ
の

宣
伝
を
強
化
し
て
。
今
ま
で
以
上
の

取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。（
動
画

配
信
に
つ
い
て
は
検
討
）

（
２
）
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対
策

①
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員

会
、
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会

と
の
連
携

東
京
都
透
析
医
会
が
運
用
す
る
、

緊
急
時
透
析
情
報
共
有
マ
ッ
ピ
ン
グ

シ
ス
テ
ムT

okyoD
IEM
A
S

の
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
、
患
者
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
運
用
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

②
「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
」（
東
京
都

福
祉
保
健
局
）

○�

改
定
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

機
関
誌
、
学
習
会
等
で
広
報
活
動

へ
の
取
り
組
み
。

○�

「
東
腎
協
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、

災
害
手
帳
の
改
訂
お
よ
び
必
要
な

対
策
へ
の
取
り
組
み
。

○�

医
療
者
サ
イ
ド
の
区
市
町
村
ご
と

の
災
害
対
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
情
報
収
集
へ
の
取
り
組
み
。

③
東
腎
協
の
災
害
対
策
と
し
て
「
患

者
会
会
員
名
簿
」
の
更
新
・
作
成
と
、

災
害
時
緊
急
連
絡
網
の
整
備

（
３
）
広
報
活
動

①
機
関
誌
発
行
年
４
回
を
堅
持
す
る

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
を

１
、
５
、
７
、
１０
月
の
４
回
発
行
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
更
新

Ｈ
Ｐ
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ
の

情
報
を
遅
滞
な
く
細
か
く
掲
載
し
、

メ
ー
ル
で
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料
請

求
な
ど
に
迅
速
な
対
応
。
ま
た
、
慢

性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
向
け
の

情
報
発
信
を
充
実
し
、
個
人
会
員
入

会
へ
の
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
。

③
対
外
的
広
報
活
動
を
強
化
す
る

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に

東
腎
協
が
主
催
す
る
事
業
の
広
報
活

動
と
医
療
施
設
や
関
係
団
体
へ
の
情

報
提
供
の
強
化
。

④
広
報
の
営
業
活
動
を
強
化
す
る

東
腎
協
の
活
動
を
理
解
い
た
だ
き

協
力
い
た
だ
く
、
賛
助
会
員
の
増
加

に
取
り
組
み
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
の

入
会
を
強
化
し
ま
す

透
析
導
入
前
の
腎
臓
病
患
者
の
入

会
を
強
化
し
、
腎
臓
病
患
者
の
グ
ル

ー
プ
化
を
目
指
し
ま
す
。

（
４
）
事
務
局
・
組
織
活
動

①
総
会
・
理
事
会
・
正
会
員
会
議

１
．�

第
１７
回
総
会
は
６
月
５
日（
日
）

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
（
田

町
）
で
開
催
し
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
状
況

に
よ
っ
て
は
、
昨
年
同
様
リ
モ

ー
ト
に
よ
る
総
会
と
書
面
評
決

で
行
い
ま
す
。

２
．�

理
事
会
開
催
は
原
則
的
に
毎
月

開
催
し
ま
す
（
８
、
１２
月
は
必

要
に
応
じ
て
開
催
）。

３
．�
三
役
会
議
（
会
長
、
副
会
長
、

事
務
局
長
）
を
毎
月
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
拡

大
三
役
会
（
三
役
、
ブ
ロ
ッ
ク

長
，
各
委
員
会
委
員
長
）
を
開

催
し
ま
す
。

４
．�

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
正
会
員
会
議
、

個
人
会
員
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

②
事
務
局
体
制
の
強
化

事
務
局
は
現
在
３
人
で
運
営
し
て

い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
有
効
的
な
財
政
運

営
を
心
が
け
、
健
全
財
政
に
向
け
て

努
力
し
ま
す
。
広
報
、
財
務
、
組
織

管
理
な
ど
会
員
、
役
員
さ
ん
の
個
人

能
力
や
経
験
を
積
極
的
に
活
用
し
ま

す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
強
化

今
年
度
よ
り
２３
区
ブ
ロ
ッ
ク
と
多

摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
２
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
と

し
ま
す
。
会
員
・
役
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
組
織
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

④
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会

透
析
患
者
の
生
活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

の
向
上
に
資
す
る
た
め
、「
腎
臓
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
中
心
的
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
進
展
、
経
口
薬
の
普
及
な
ど
に
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
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も
収
束
に
向
か
う
事
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
「
東
京
歩
こ
う
会
」
を

是
非
再
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
開

催
時
期
は
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
決

定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
再
開
第
一

回
目
は
立
川
市
の「
昭
和
記
念
公
園
」

内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
下
さ

い
。ま

た
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会
の
新
し

い
試
み
と
し
て
、「
趣
味
の
会
」「
釣

り
」「
う
た
ご
え
」
な
ど
会
員
皆
様

と
親
睦
を
深
め
お
楽
し
み
い
た
だ
け

る
よ
う
な
催
し
も
企
画
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
要
望
も
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
青
年
部
活
動

全
国
各
県
の
青
年
部
と
情
報
を
共

有
し
、
青
年
層
の
把
握
な
ど
基
本
的

な
活
動
か
ら
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

○�

全
腎
協
青
年
研
修
会
及
び
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会
へ
の
参
加

○�

東
腎
協
青
年
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
（
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に

よ
り
時
期·

内
容·

方
法
等
は
未
定
）

青
年
部
で
は
部
員
に
な
り
た
い
方

を
随
時
募
集
中
で
す
。（
５０
歳
未
満

の
会
員
の
方
）
東
腎
協
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

（
５
）
そ
の
他
の
事
業
活
動

①
関
連
す
る
他
団
体
と
の
共
同
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

②�

（
社
）
全
腎
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連

と
協
働
し
、
一
般
市
民
へ
腎
臓
病

の
予
防
や
検
診
に
つ
い
て
広
く
啓

蒙
活
動
を
行
い
ま
す
。

③�
福
祉
・
移
送
相
談
推
進
事
業
、
腎

臓
病
患
者
の
食
事
療
法
に
関
す
る

事
業
な
ど
腎
臓
病
患
者
の
自
立
支

援
の
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

（
６
）
東
腎
協
創
立
５０
周
年
記
念
事

業
委
員
会

２
０
２
２
年
１０
月
３０
日
（
日
）
東

腎
協
創
立
５０
周
年
記
念
大
会
を
「
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」
で
開
催
し
ま

す
。
実
行
委
員
会
と
し
て
は
、
１０
年

毎
に
実
施
し
て
い
る
「
会
員
実
態
調

査
」「
創
立
５０
周
年
記
念
誌
」
の
発
行
、

「
記
念
式
典
・
会
員
表
彰
」
な
ど
対

面
で
の
式
典
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
３
号
議
案�

２
０
２
２
年
度
役
員
選
出

（
新
理
事
）

○
大
友　

晴
雄
（
西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ

ま
わ
り
の
会
）

（
退
任
理
事
）

○
榊
原　

靖
夫
（
高
中
腎
友
会
）

第
４
号
議
案�

定
款
改
訂
に
つ
い
て

定
款
第
３
章　

役
員
・
そ
の
他（
種

別
及
び
定
数
）
第
１３
条
（
１
）「
理

事
１５
名
以
上
３５
名
以
内
」
を
「
５
名

以
上
３５
名
以
内
」
と
改
訂
す
る

【
２
０
２
２
年
度
東
腎
協
役
員
体
制
】

会　

長　

戸
倉
振
一

　

�

（
全
腎
協
理
事
、災
害
対
策
委
員
長
、

東
腎
協
５０
周
年
記
念
事
業
委
員
長
）

副
会
長　

古
暮　

宏

　

�

（
政
策
行
政
委
員
長
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向

上
委
員
長
、
東
難
連
理
事
）

副
会
長　

酒
井　

豊

　

�

（
全
腎
協
社
員
代
表
、予
算
委
員
長
）

副
会
長　

須
賀
春
美

　

（
総
務
委
員
長
）

事
務
局
長　

板
橋
俊
司

　

（
全
腎
協
理
事
、
広
報
委
員
長
）

事
務
局
次
長　

三
好
か
お
り

　

（
財
務
担
当
）

２３
区
ブ
ロ
ッ
ク
長　

古
暮　

宏

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長　

横
溝
久
美
子

２３
区
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事

　

�

金
井
憲
信
、
長
澤
浩
、
野
口
忠
男
、

松
本
茂
利
、
丸
山
春
良
、
成
田
哲

也
、
大
友
晴
雄

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事

　

�

岡
田
和
友
、
小
林
正
和
、
関
口
新

一
、
根
津
恵
子

監　

事　

山
口
登
、
梅
原
秀
孝

相
談
役　

金
子
智

現　　　　　　行 改　　　正　　　案
第 １条から第１２条　略
第 ３章　役　員・その他

（種別及び定款）
第１３条　�この法人に、次の役

員を置く。
　⑴理事１５人以上３５人以内
　⑵監事 １人以上 ２人以内
２ �　理事のうち １人を会長、
１人以上 ４人以内を副会長
とする。

第１４条から第５９条　略

第 １条から第１２条　略
第 ３章　役　員・その他

（種別及び定款）
第１３条　�この法人に、次の役

員を置く。
　⑴理事 ５人以上３５人以内
　⑵監事 １人以上 ２人以内
２ �　理事のうち １人を会長、
１人以上 ４人以内を副会長
とする。

第１４条から第５９条　略
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一
般
会
計
�

（
単
位
：
円
）

科
　
　
　
　
目

金
　
　
　
　
　
額

【
資
産
の
部
】

流
動
資
産

現
金
預
金

２３，１３２，１０６

未
収
金

１０，０００

流
動
資
産
合
計

２３，１４２，１０６

固
定
資
産

什
器
備
品

３

保
証
金

５８５，０００

固
定
資
産
合
計

５８５，００３

資
産
合
計

２３，７２７，１０９

【
負
債
の
部
】

流
動
負
債

未
払
金

０

前
受
金

１０８，０００

預
り
金
　

８８０

流
動
負
債
合
計

１０８，８８０

負
債
合
計

１０８，８８０

【
正
味
財
産
の
部
】

正
味
財
産

２３，６１８，２２９

（
う
ち
当
期
正
味
財
産
増
加
額
）

△
１，５５０，８６１

負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

２３，７２７，１０９

一
般
会
計
�

（
単
位
：
円
）

科
　
　
　
　
目

金
　
　
　
　
　
額

【
資
産
の
部
】

流
動
資
産

現
金
手
許
有
高

８，９９１
郵
便
振
替（
南
大
塚
郵
便
局
）

１２，３４７，６１１
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
南
大
塚
郵
便
局
）

１３，３７７
普
通
預
金（
三
菱
U
FJ
銀
行
）N
o.１

１，２９５，４００
普
通
預
金（
三
菱
U
FJ
銀
行
）N
o.２

９６６，７２７
定
期
預
金
　
三
菱
U
FJ
銀
行

７，５００，０００
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　（
定
期
預
金
）

１，０００，０００
未
収
金

１０，０００
流
動
資
産
合
計

２３，１４２，１０６
固
定
資
産

什
器
備
品

３
保
証
金

５８５，０００
固
定
資
産
合
計

５８５，００３
資
産
合
計

２３，７２７，１０９
【
負
債
の
部
】

流
動
負
債

未
払
金

０
前
受
金

１０８，０００
預
り
金

８８０
流
動
負
債
合
計

１０８，８８０
負
債
合
計

１０８，８８０
正
味
財
産
額

２３，６１８，２２９
（
う
ち
当
期
正
味
財
産
増
減
額
）

△
１，５５０，８６１

負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

２３，７２７，１０９

貸
借
対
照
表

財
産
目
録

２０２２年
　
３
月
３１日
現
在

２０２２年
３
月
３１日

現
在
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　２０２１年度　特定非営利活動に係る事業会計　収支報告書� （自２０２１年 ４ 月 １ 日～至２０２２年 ３ 月３１日）
２０２１年度決算 ２０２１年度予算 予算比

⑴会費収入 １０，６５２，３００ １１，８００，０００ ９０．３％
　　会費収入 ９，８５７，３００ １０，８００，０００ ９１．３％
　　賛助会費収入 ７９５，０００ １，０００，０００ ７９．５％ ６５件（ １件は新規で半期）
⑵事業収入 ２８２，５７４ ２８４，６００ ９９．３％
　　提携手数料収入 ３，０２４ １，０００ ー 丸大食品ギフト販売
　　都民の集い事業収入 １００，０００ １００，０００ １００．０％ 都民の集い動画作成助成
　　「ぜんじんきょう」発送費助成 １７９，５５０ １８３，６００ ９７．８％ 全腎協より助成
⑶寄付金収入 ７３９，３８０ ８００，０００ ９２．４％
　　寄付金収入 １３１，０００ １００，０００ １３１．０％ 扶桑薬品
　　募金収入 ６０８，３８０ ７００，０００ ８６．９％ 国会請願募金
⑷その他の収入 １，２９１，４６６ １，７６０，０００ ７３．４％
　　受取利息収入 １４４ ０ ０．０％ 預金利息
　　資料印刷代収入 ２，６６２ １０，０００ ２６．６％ 患者会等資料印刷代
　　物品販売収入 １５７，５００ １００，０００ １５７．５％ 透析バンザイ
　　関東ブロック東京収入 ０ ０ ０．０％ 関東ブロック助成金を含む
　　全腎協特区 ０ ２００，０００ ０
　　雑収入 ７８，１６０ ０
　　機関誌広告収入 １，０５３，０００ １，４５０，０００ ７２．６％ 機関誌広告折込、ＨＰバナー、名刺広告他
収入合計 １２，９６５，７２０ １４，６４４，６００ ８８．５％
⑴腎臓病に関する知識の普及と予防等
を促進する事業 ３，１３３，５５６ ４，３８２，０００ ７１．５％

　　腎移植キャンペーン事業 ０ ３００，０００ ０．０％ 運営諸費用
　　都民の集い事業 ２４１，１７５ ２００，０００ １２０．６％ 運営諸費用（動画作成など）
　　機関誌発行事業 ２，４５７，９７６ ２，５４５，０００ ９６．６％ 機関誌制作・印刷・発送費用
　　ホｰムペｰジ管理事業 ３２３，９５０ １９２，０００ １６８．７％ 保守管理運営費用
　　知識の普及事業 １１０，４５５ １，１４５，０００ ９．６％ ブロック活動、各委員会諸活動
⑵腎臓病患者の自立を支援するための
相談事業 ０ ０

　　自立支援事業 ０ ０ ０．０％
⑶腎臓病患者の医療体制の充実と福祉
の向上を図る事業 ５，５５４ ５０，０００ １１．１％

　　都庁予算要請事業 ５，５５４ ５０，０００ １１．１％ 予算要請行動他
⑷関連他団体との協同事業 ３，５４０，４０９ ３，８９５，０００ ９０．９％
　　国会請願事業 ８９，５１１ １０５，０００ ８５．２％ 全腎協へ１５％上納他

　　全腎協他に協力する事業 ３，４５０，８９８ ３，７９０，０００ ９１．１％ 全腎協分担金（機関誌買取分￥１４０，６００を含む）、東難連活動費（４９，０００）等
⑸福祉移送相談推進事業 ０ ０ ０．０％
　　福祉移送事業 ０ ０ ０．０％
⑹腎臓病患者の食事療法に資する事業 ０ ０ ０．０％
　　低蛋白米の広報事業 ０ ０ ０．０％
　　小学校食育指導事業 ０ ０ ０．０％
⑺腎臓病患者の災害対策事業 ２，９４８ １２０，０００ ２．５％
　　災害対策訓練事業 ２，９４８ １２０，０００ ２．５％ 災害対策委員会セミナーのチラシ
事業費合計 ６，６８２，４６７ ８，４４７，０００ ７９．１％
給料手当 ２，０４０，０００ ２，０４０，０００ １００．０％ 固定給
雑給 １，１７８，１２７ １，３９２，０００ ８４．６％ 変動給
法定福利費 １４，４１１ ３０，０００ ４８．０％ 労働保険料
通勤交通費 ４４０，６１０ ５００，０００ ８８．１％ ３ 名分
保険料 ０ ０ ０．０％ 火災保険
事務局家賃 １，９８０，０００ １，９８０，０００ １００．０％ 家賃
什器備品費 ８４２，３０７ ６８５，０００ １２３．０％ リース料金
水道光熱費 １４５，５３８ １５０，０００ ９７．０％
通信運搬費 ６０２，３８７ ７２０，０００ ８３．７％ 会員・患者会宛通信費
支払手数料 ６４，６１４ ７８，０００ ８２．８％ 振込手数料等
会議費 ４２，３５０ １５０，０００ ２８．２％ 理事会交通費、役員会
事務局管理費 ０ ０ ０．０％ 来期より掲載
事務局運営費 １４８，７２８ １００，０００ １４８．７％
事務用消耗品費 １９１，５７６ ４６０，０００ ４１．６％
慶弔交際費 １６，５００ ５０，０００ ３３．０％ 榊原理事
消耗品費（透析バンザイ） １２６，９６６ ０ ー 透析バンザイ発送資材
雑費 ０ ０ ０．０％
管理費合計 ７，８３４，１１４ ８，３３５，０００ ９４．０％

支出合計 １４，５１６，５８１ １６，７８２，０００ ８６．５％
収支差額 △　１，５５０，８６１ △　２，１３７，４００ ７２．６％
次期繰越収支差額 ２３，６１８，２２９ ２５，１６９，０９０ ９３．８％ ２０２１年度期首繰越金２５，１６９，０９０円
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　２０２２年度　特定非営利活動に係る事業会計　予算案
勘定科目 金　額 内　　訳

収　

入

会費収入 ９，７２０，０００ 会員数１，８００名
賛助金収入 ８００，０００
提携手数料収入 １，０００ 丸大食品ギフト販売
募金収入 ６００，０００ 国会請願募金等
寄付金収入 ２，０００，０００ ５０周年に関する寄付金
資料印刷代収入 ０
物品販売収入 ０
広告料収入 １，１３０，０００ 機関誌広告料、ＨＰバナー広告等
都民の集い協賛収入 １００，０００ 全腎協補助金
全腎協会報発送費収入 １８３，６００ 全腎協補助金
全腎協特区チャレンジ １００，０００ 全腎協補助金
５０周年事業補助金 １５０，０００ 全腎協補助金
受取利息 ０
雑収入 １０，０００ 資料印刷代収入
収入合計 １４，７９４，６００

事　

業　

費

腎移植キャンペーン ３００，０００ 井の頭公園
都民の集い ２００，０００
機関誌発行事業 ２，４５０，０００ 機関誌「とうじんきょう」発行
ホームページ ６０，０００ 更新料等
組織活動費 ３，８７５，０００ ブロック活動、青年部、総会、５０周年費用等
ＱＯＬ向上事業 ６５，０００ 東京歩こう会等
全腎協大会参加費 ０
関東ブロック ５０，０００
国会請願募金 ９０，０００ 全腎協へ募金の１５％
低蛋白米広報 ０
災害対策事業 １２０，０００ 委員会、ポータブルサイト運営等
他団体との提携 ４１，０００ 東難連会費、障定協等
全腎協協力金 ３，２４０，０００ １，８００名　＠１５０円／月
　　事業費合計 １０，４９１，０００

管　

理　

費

給料手当 ２，０４０，０００ 事務局人件費（固定給）
雑給 １，３８０，０００ 事務局人件費（変動給）
通勤交通費 ５１０，０００ 通勤定期代
法定福利費 １５，０００ 労働保険料
損害保険料 ２０，０００ 火災保険
事務局家賃 ２，１５６，０００ １６５，０００円／月、更新料手数料
リース料 ７８０，０００ 印刷機器リース料
事務局管理費 ２９５，０００ αメール、サーバー、インターネットセキュリティー
水道光熱費 １３５，０００
通信運搬費 ６００，０００ 配送料等
支払手数料 ７８，０００ 送金手数料等
会議費 １５０，０００ 理事会交通費等
事務局運営費 ７０，０００
事務用消耗品費 ２１０，０００
慶弔交際費 ５０，０００
租税公課 ０
雑費 ５０，０００
　　管理費合計 ８，５３９，０００
支出合計 １９，０３０，０００
収支差額 △４，２３５，４００
次期繰越収支差額 １９，３８２，８２９ ２０２２年度期首繰越額２３，６１８，２２９円
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首
都
直
下
型
地
震
の
被
害
想
定
を
考

え
る
と
、
透
析
難
民
が
多
数
出
て
し
ま

う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
と
し
て
は
、

水
害
・
台
風
（
江
東
５
区
の
水
害
予
測

で
は
、
２
５
０
万
人
が
影
響
を
受
け
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）、
雪
害
に
よ
る

交
通
障
害
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、

大
規
模
停
電
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）、

テ
ロ
被
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
地
震

へ
の
対
策
を
基
に
し
て
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

東
京
都
福
祉
保
健
局
が
「
災
害
時
に

お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
東
京

都
の
災
害
対
策
の
原
本
と
な
り
ま
す
。

初
版
は
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
し

て
平
成
９
年
に
作
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

平
成
１３
年
、
平
成
１８
年
、
平
成
２６
年
に

改
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
令
和

３
年
５
月
に
改
訂
（
第
５
版
）
に
な
り
、

３
月
２６
日
（
土
）
に
東
京
都
の
透
析
患
者
に
お
け
る
市
民
公
開
講
座
「
災
害
に
向

け
て
皆
さ
ん
に
で
き
る
こ
と
、
災
害
時
に
皆
さ
ん
が
行
う
こ
と
」（
東
京
都
透
析
医

会
災
害
対
策
委
員
会
委
員
長　

花
房
規
男
先
生
）
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
災

害
時
の
備
え
と
し
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。主

に
東
京
都
の
災
害
時
の
体
制
の
変
更

が
あ
り
ま
し
た

変
更
の
要
点
は
次
の
通
り
で
す
。

①
医
療
者
の
組
織
が
改
編
さ
れ
た
。

―
従
来
は
都
区
部
と
三
多
摩
地
域
と
に

分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
東

京
都
透
析
医
会
を
中
心
と
し
た
連
絡
体

制
に
整
理
さ
れ
た
。

―
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
の
会
と
の

連
携
が
明
記
さ
れ
た
。

―
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
区
市
町
村
単
位
の

医
療
者
の
代
表
）
が
任
命
さ
れ
た
。

②
避
難
所
で
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
す

る
か
が
明
記
さ
れ
た
。

③
透
析
用
水
の
確
保
に
向
け
た
支
援
要

請
の
流
れ
が
整
理
さ
れ
た
。

④
透
析
医
療
機
関
と
行
政
（
区
市
町
村

等
）
と
が
、
ど
う
す
れ
ば
適
切
な
支
援

が
行
え
る
か
に
つ
い
て
記
載
が
充
実
し

た
。

第第
１１
章章

災
害
時
の
透
析
医
療
確
保
に
向
け

災
害
時
の
透
析
医
療
確
保
に
向
け

た
対
策

た
対
策

都
内
で
災
害
が
発
生
し
た
時
の
対
応

下
図
が
東
京
の
災
害
時
透
析
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
織
図
に
な
り
ま
す
。

東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会
が

東
京
都
の
透
析
患
者
に
お
け
る

東
京
都
の
透
析
患
者
に
お
け
る

市
民
公
開
講
座

市
民
公
開
講
座

東京の災害時透析医療ネットワーク
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透
析
医
療
機
関
と
の
連
絡
と
避
難
所

等
で
は
透
析
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
名

乗
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
通
院
先
の
透

析
医
療
機
関
に
連
絡
し
、
ご
自
身
の
被

災
状
況
の
報
告
、
透
析
が
可
能
か
・
不

可
能
か
の
情
報
を
得
ま
す
。
通
院
先
の

医
療
機
関
が
透
析
不
可
能
な
場
合
は
ど

こ
で
透
析
を
受
け
る
の
か
、
指
示
を
受

け
ま
す
。
避
難
所
や
医
療
救
護
所
に
い

る
場
合
に
は
管
理
者
に
伝
え
る
こ
と
、

自
身
が
透
析
患
者
で
あ
る
こ
と
（
手
を

挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
）
を
伝
え
、
透

析
医
療
機
関
と
の
連
絡
状
況
等
、
透
析

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
の
支
援
の
依
頼

を
し
ま
す
。

区
市
町
村
の
対
応

避
難
所
で
は
、
区
市
町
村
が
透
析
患

者
さ
ん
の
把
握
と
支
援
を
行
う
こ
と
が

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
市
町
村
が
設
置
す
る
避
難
所
で
は
、

透
析
患
者
の
情
報
を
把
握
し
ま
す
。
透

析
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
副
ブ
ロ
ッ

ク
長
に
受
入
可
能
な
透
析
施
設
へ
の
対

応
を
依
頼
し
ま
す
。
避
難
所
に
設
置
さ

れ
た
相
談
窓
口
で
は
必
要
な
患
者
支
援

を
行
い
、
生
活
上
の
相
談
・
食
事
へ
の

相
談
に
対
応
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
腹

膜
透
析
時
の
バ
ッ
グ
交
換
を
行
う
場
所

や
電
源
確
保
等
を
し
ま
す
。

緊
急
時
透
析
情
報
共
有
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム

東
京
で
の
情
報
伝
達
は
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
や
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
（
左
図
）
お

よ
び
日
本
透
析
医
会
災
害
時
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
り
行
い
ま
す
。
Ｄ

Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
は
緊
急
時
透
析
情
報
共
有

マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（D

ialysis 
Inform

ation in Em
ergency M

app
ing System

）
の
略
称
で
、
東
京
、
神

奈
川
、
埼
玉
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。
地

図
上
に
、
透
析
施
設
の
位
置
が
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
災
害
時
に
は
透
析
可

否
、
受
け
入
れ
の
可
否
（
人
数
）
が
表

発
足
し
た
こ
と
に
よ
り
、
区
部
・
三
多

摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
、
東
京
都
臨

床
工
学
技
士
会
、
東
京
都
災
害
時
透
析

医
療
看
護
の
会
と
の
連
携
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
区

市
町
村
に
１
名
）
が
設
置
さ
れ
任
命
さ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
全
体
で
の
情
報
共
有
体
制

日
本
全
体
で
の
災
害
時
透
析
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
情
報
の
集
約
と

共
有
・
周
知
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
左
図
に

示
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
基
本
に
な
る

の
が
透
析
施
設
の
自
助
・
共
助
で
、
施

設
内
、
連
携
施
設
で
の
対
策
に
な
り
ま

す
。
そ
の
上
に
市
区
町
村
の
連
携
（
地

域
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
二
次

医
療
圏
よ
り
広
域
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。
都
道
府
県
透
析
医
会
は
、

行
政
と
の
連
携
に
よ
り
他
の
都
道
府
県

と
の
連
携
を
行
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

な
ど
政
府
と
の
連
携
、
全
国
の
広
域
搬

送
、
Ｊ
Ｈ
Ａ
Ｔ
の
取
り
組
み
は
、
日
本

透
析
医
会
が
行
い
ま
す
。

透
析
患
者
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
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示
さ
れ
ま
す
。
地
図
上
で
透
析
を
必
要

と
す
る
患
者
さ
ん
と
、
受
け
入
れ
ら
れ

る
施
設
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
透
析

が
で
き
な
い
患
者
さ
ん
を
な
く
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
発
動
基
準
に

は
環
境
要
因
と
組
織
要
因
が
あ
り
、
東

京
都
内
で
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
な
ど
の
災
害
時
等
に
発
動

さ
れ
ま
す
。

都
外
へ
支
援
要
請
す
る
場
合

透
析
医
療
機
関
が
透
析
患
者
個
人
票

の
作
成
し
、
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
通
し
て

各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
連
絡
し
ま
す
。
区

部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
及
び
三
多
摩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
は
患
者
情
報
を

リ
ス
ト
化
し
、
東
京
都
透
析
医
会
を
通

じ
て
都
福
祉
保
健
局
に
報
告
し
ま
す
。

東
京
都
透
析
医
会
は
緊
急
度
の
判
断

（
ト
リ
ア
ー
ジ
）、
受
入
先
医
療
機
関

等
と
の
調
整
を
行
い
ま
す
。
都
福
祉
保

健
局
は
受
入
先
自
治
体
と
調
整
、
搬
送

体
制
の
確
保
、
宿
泊
施
設
等
の
確
保
・

調
整
を
行
い
ま
す
。

都
外
か
ら
の
透
析
患
者
の
受
入

都
福
祉
保
健
局
が
情
報
の
収
集
、
受

入
可
能
な
透
析
医
療
機
関
の
把
握
（
東

京
都
透
析
医
会
等
と
調
整
）
を
し
、
受

入
可
能
か
判
断
、
被
災
自
治
体
・
東
京

都
透
析
医
会
に
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、

患
者
搬
送
（
東
京
都
へ
の
搬
送
、
都
内

の
搬
送
）、
宿
泊
施
設
の
確
保
・
割
り

振
り
、
一
時
集
合
場
所
の
確
保
を
行
い

ま
す
。

東
京
都
透
析
医
会
は
ト
リ
ア
ー
ジ

（
緊
急
透
析
が
必
要
か
、
入
院
が
必
要

か
の
判
断
）
を
し
て
、
宿
泊
施
設
か
ら

の
通
院
を
考
慮
し
、
受
入
透
析
医
療
機

関
の
調
整
を
し
ま
す
。

災
害
時
の
透
析
医
療
は
、
助
け
合
い

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、

他
の
施
設
の
患
者
さ
ん
が
一
緒
に
透
析

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第第
２２
章章

透
析
医
療
機
関
の
災
害
対
策
マ
ニ

透
析
医
療
機
関
の
災
害
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル

ュ
ア
ル

透
析
医
療
機
関
の
平
時
の
準
備

災
害
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
災
害

時
に
い
か
に
透
析
を
継
続
す
る
か
を
計

画
し
た
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）、

災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
、
連
絡
網
の
整
備
、
院
内
だ
け
で

は
な
く
、
行
政
・
イ
ン
フ
ラ
、
協
力
医

療
機
関
と
の
連
携
、
定
期
的
な
防
災
訓

練
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
点
検
、
緊
急
時

対
応
物
品
等
の
整
備
と
設
置
、
災
害
時

に
備
え
た
患
者
さ
ん
と
の
連
絡
体
制
の

構
築
、
腹
膜
透
析
（
Ｐ
Ｄ
）
の
メ
ー
カ
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ー
と
の
物
品
供
給
の
情
報
共
有
を
行
い

ま
す
。

被
災
時
に
透
析
が
可
能
な
場
合

被
災
時
に
透
析
可
能
な
場
合
（
可
能

な
限
り
透
析
を
提
供
す
る
）
は
、
受
入

可
能
患
者
数
・
貸
出
可
能
ベ
ッ
ド
数
の

共
有
を
し
ま
す
。
患
者
対
応
と
し
て
は
、

帰
宅
前
に
次
回
の
予
定
を
説
明
（
連
絡

手
段
が
限
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
直
接
伝
え
る
）
し
ま
す
。
透
析
が

不
可
能
な
場
合
は
協
力
医
療
機
関
に
受

入
れ
を
依
頼
し
ま
す
が
、
透
析
患
者
個

人
票
作
成
し
、
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
へ
支
援

依
頼
を
し
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
は
段
階

的
に
（
区
市
町
村
、
二
次
医
療
圏
、
区

部
・
三
多
摩
、
東
京
都
、
広
域
）
行
い

ま
す
。
腹
膜
透
析
（
Ｐ
Ｄ
）
患
者
へ
の

対
応
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
・
患

者
と
密
接
な
連
絡
を
と
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
施
設
の
対
応

緊
急
透
析
が
必
要
な
患
者
さ
ん
を
優

先
的
に
透
析
し
ま
す
。
透
析
条
件
に
つ

い
て
は
、
平
素
と
変
更
に
な
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
透
析
時
間
の
短
縮

も
考
慮
し
、
自
施
設
の
通
院
患
者
と
の

時
間
調
整
を
行
い
ま
す
。
薬
や
医
療
器

材
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
確
認
し

共
有
し
ま
す
。
透
析
条
件
の
簡
素
化
を

し
、
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
・
ヘ
パ
リ
ン
は
簡

単
な
内
容
に
統
一
（
大
小
な
ど
）
し
ま

す
。
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
と
し
て
は
一

刻
も
早
く
帰
宅
あ
る
い
は
避
難
所
へ
戻

れ
る
よ
う
治
療
し
ま
す
。
帰
宅
ま
で
に
、

次
回
の
透
析
の
詳
細
に
つ
い
て
情
報
提

供
を
し
ま
す
。

第第
３３
章章

透
析
患
者
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

透
析
患
者
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

各
施
設
が
作
成
す
る
患
者
向
け
の
手

引
き
の
ひ
な
型
と
な
る
も
の
で
、
平
時

の
心
得
、
災
害
時
の
対
応
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
（
左
記
参
照
）。
災
害
時
の

食
事
の
管
理
と
し
て
は
、
水
、
塩
分
、

カ
リ
ウ
ム
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
カ
ロ
リ

ー
不
足
に
注
意
が
必
要
で
す
。

自
分
の
身
を
守
る
た
め
の
災
害
対
策
に

関
す
る
情
報
収
集

・
避
難
所
、
避
難
場
所
の
把
握

・
区
役
所
の
防
災
担
当
窓
口
の
確
認

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
区
役
所
、東
京
都
）

・
東
京
防
災（
２
０
１
５
年
９
月
に
発
刊
）

・
災
害
伝
言
ダ
イ
ア
ル
の
日
頃
か
ら
の

練
習
を
し
て
お
く
と
良
い
で
す
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
東
京
都
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

平常時の心得
・自分の身は自分で守る。（持ち出し品の準備）
・�普段から地域との交流を保つ（避難・通院の援助などを依頼）
・災害時の連絡方法、緊急対応を把握する。
・�通院先の施設で透析が受けられない場合、避難所の近くの施
設を確認しておく。
・災害時の情報収集・情報連絡先を確認しておく。
・�交通機関が使用できない場合の通院方法について考えてお
く。
・家族との意思疎通。（避難場所・連絡先を共有しておく）

血液透析中に災害が起きたとき
・自分の身の安全を守る
　�血液回路をしっかり握る（針が抜けないようにする）。ベッド
の柵につかまって振り落とされないようにする。布団や毛布
をかぶって、落下物を防ぐ。落ち着いて行動する。
・透析中止・避難指示が出たら、指示に従う
　�無断で行動しないでください。スタッフが安否確認のために
探すことになり、避難に支障が出ます。避難所では穿刺部の
消毒、傷の手当を受ける。
・帰宅の指示が出るまで待機してください。
　�次の透析予定など、今後の対応の指示を受けてから帰宅して
ください。

他の医療機関で透析を受けるときのために
・災害時透析患者カードの携帯
・重要な情報
　�薬などへのアレルギーの有無、ドライウェイト、血流量、ダイ
アライザー、抗凝固薬、穿刺部、特に人工血管の場合は血流の
向き、内服薬、お薬手帳、血液データ（特のカリウム値）
・通院中の施設に連絡をする
　避難場所、連絡方法、透析状況などを伝えます。

平常時の心得と災害時の対応
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は
じ
め
に

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
と
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
８
種
、す
な
わ
ち
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ（
チ

ア
ミ
ン
）、
Ｂ
２
（
リ
ボ
フ
ラ
ビ
ン
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
３
（
ナ
イ
ア
シ
ン
）、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
５
（
パ
ン
ト
テ
ン
酸
）、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
６
（
ピ
リ
ド
キ
サ
ー
ル
、
ピ
リ

ド
キ
サ
ミ
ン
）
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１２
（
シ
ア

ノ
コ
バ
ラ
ミ
ン
）
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ

オ
チ
ン
、
葉
酸
の
９
種
類
で
す
。

慢
性
腎
臓
病
患
者
さ
ん
の 

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
濃
度

慢
性
腎
臓
病
の
保
存
期
に
は
蛋
白
質

制
限
の
た
め
肉
、
魚
、
卵
、
乳
製
品
、

豆
類
の
摂
取
量
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
透

析
療
法
期
に
入
っ
て
も
高
カ
リ
ウ
ム
血

症
予
防
の
た
め
、
野
菜
、
果
物
、
海
藻

類
な
ど
も
制
限
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

慢
性
腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
は
、
水
溶
性

ビ
タ
ミ
ン
含
有
量
は
不
足
し
が
ち
と
な

り
、
健
常
人
の
推
定
平
均
必
要
量
、
推

奨
量
に
さ
え
届
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。し

か
も
透
析
患
者
さ
ん
が
受
け
る
治

療
は
週
２
～
３
回
の
頻
度
で
尿
素
窒
素
、

尿
酸
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
β
２
ミ
ク
ロ

グ
ロ
ブ
リ
ン
な
ど
を
標
的
に
し
て
の
除

去
治
療
で
す
。
こ
こ
に
実
は
懸
念
す
べ

き
出
来
事
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
と
言
う

慢
性
腎
臓
病
患
者
さ
ん
に
こ
そ

　
　
　

必
要
な
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

医
療
法
人
社
団
靭
生
会
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
市
川
駅

�

院
長
　
佐
中
　
孜

視聴方法
①パソコンから視聴する
東腎協のホームページへアクセス　⇒トップページ「東腎協からのお知らせ」をクリックすると、
チラシ画面が開きますのでアドレスをクリックしてご覧ください。

②携帯・スマホから視聴する
携帯・スマホのカメラで、下記ＱＲコードを読み込んでください。直接動画サイトへアクセスでき
ます。

講演 １ 「透析患者における新型コロナウイルス感染症の現況と最新の話題」約３０分
座長：三多摩腎疾患治療医会　理事長　要　伸也　先生
演者：東京都区部災害時透析医療ネットワーク　代表世話人　菊地　勘　先生

講演 ２ 「災害に向けて皆さんにできること、災害時に皆さんが行うこと」約３０分
座長：東京都区部災害時透析医療ネットワーク　代表世話人　酒井　謙　先生
演者：東京都透析医会災害対策委員会　委員長　花房　規男　先生

東京都の透析患者における市民公開講座（２０２２年 ３ 月２６日） 
配信をまた視聴したい！見逃してしまった‼ 

患者会、会員の皆さまへ

QRコード

QRコード
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の
は
、
こ
れ
ら
の
除
去
対
象
物
質
と
水

溶
性
ビ
タ
ミ
ン
は
同
じ
分
子
サ
イ
ズ
な

の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
透
析
療
法
の
た

び
に
除
去
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
。維

持
透
析
患
者
さ
ん
の 

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
濃
度

維
持
透
析
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
水
溶

性
ビ
タ
ミ
ン
補
給
、
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

の
血
中
濃
度
維
持
が
い
か
に
大
切
か
に

つ
い
て
は
稲
本
ら
の
論
文
ⅰ
）
ⅱ
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
詳
細
に
論
述
さ
れ
て

お
り
、
是
非
一
読
さ
れ
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
投
与
に
よ

る
死
亡
率
の
低
下
を
透
析
療

法
の
効
果
に
関
す
る
臨
床
研

究
で
確
認

Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
研
究
と
呼
ば
れ
る
透
析

療
法
の
効
果
に
関
す
る
臨
床
研
究
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

の
補
充
に
よ
り
死
亡
率
が
統
計
学
的
に

有
意
に
低
下
す
る
、
す
な
わ
ち
寿
命
の

延
伸
に
つ
な
が
る
こ
と
が
大
規
模
臨
床

研
究
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

投
与
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（European 

best practice guidelines on haem
odialysis

）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
ほ
ど

で
す
ⅲ
）

お
わ
り
に

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
が
関
与
す
る
病
態

は
実
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
作
用
部
位
が
体
内
の
隅
々
ま
で
に
行

き
渡
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
と
か
く

諦
め
に
も
似
た
気
持
ち
で
放
置
し
て
い

た
臨
床
病
態
が
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏

と
い
う
可
能
性
を
常
に
念
頭
に
置
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

�

ⅰ
）
稲
本　

元
、
加
藤　

学
、
水
溶
性
ビ
タ
ミ

ン
（
経
口
薬
と
注
射
剤
）
に
よ
る
、
透
析
患
者

の
生
命
予
後
の
改
善
．
透
析
会
誌　

54(7):337

～351,202

ⅱ
）
稲
本　

元
、
加
藤　

学
、
腎
不
全
、
透
析

患
者　

水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
と
そ
の
補

充
．
日
本
臨
床
栄
養
学
会
雑
誌　

日
本
臨
床
栄

養
学
会
雑
誌　

42(2):168–178.2022

ⅲ
）Fouque D

, V
ennegoor M

, W
ee PT

, 

et al. EBPG guideline on nutrition. N
eph

rol D
ial T

ransplant 2007;22: ii4587.

部位 症状・注目すべき合併症

全身性 疲労感、倦怠感、体重減少、貧血、浮腫、易感染性、悪性腫瘍

中枢神経・
末梢神経系

知覚障害、　手足がしびれ、運動障害、幻覚、頭痛、注意力減退、短気。抑鬱、
健忘症、認知機能低下、記憶障害、脳出血、尿毒症性神経障害、言語障害、感
覚異常

消化器系 食欲不振、下痢、嘔吐、　嘔気、低胃酸症、腹痛、消化管出血

四肢・筋・骨系 脱力、羽ばたき振せん、筋肉痛、腱反射の消失、筋肉内出血、関節内出血、　
歩行困難、骨老化、骨形成不全

脈管系 安静時の頻脈、動脈壁アテローム硬化、冠状動脈疾患、脳血管、末梢血管の粥
状硬化

眼・耳科系 白内障、めまい

口腔系 口内炎、歯の象牙質形成不全

皮膚・粘膜系 肌が荒れ、乾燥肌、創傷治癒の遅延、境界明瞭な黒褐色の色素沈着と皮膚萎縮、
日光に露出される皮膚の灼熱感と強い掻痒、皮疹、紅斑、水疱、糜爛形成、皮
下出血、壊血病

尿路系 尿路出血

水溶性ビタミンの補給が勧められるのは下記のように多岐にわたります
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Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会
よ
り

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会
よ
り

Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
「
生
活
の
質
」「
生
命

の
質
」
を
さ
し
ま
す
。

少
し
で
も
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

思
い
、
東
京
歩
こ
う
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
一
昨
年
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
出

来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
回
に
引
き

続
き
、
今
回
は
第
５
回
か
ら
第
８
回
ま

で
の
散
歩
コ
ー
ス
を
詳
し
く
ご
紹
介
し

ま
す
。

深
大
寺
近
辺

第
５
回
２
０
１
９
年
４
月
７
日（
日
）　

参
加
者　

３４
名

第
５
回
は
深
大
寺
近
辺
へ
、
朝
１０
時

に
調
布
駅
を
出
発
し
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
で
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
探
し
な
が
ら
布
多
天
神
社
へ
、
こ

の
神
社
の
近
く
に
は
、
鬼
太
郎
が
住
ん

で
い
る
か
も
し
れ
な
い
森
が
あ
る
有
名

な
神
社
で
す
。

＊
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
、
鬼
太
郎

と
目
玉
親
父
、
ね
ず
み
男
、
ネ
コ
娘
と

一
反
も
め
ん
、
ぬ
り
か
べ
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

次
の
目
的
地
に
向
か
う
た
め
に
野
川

沿
い
を
あ
る
い
た
の
で
す
が
、
桜
が
満

開
で
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。
皆
さ
ん
何

散
策
し
た
後
、
ニ
の
丸
庭
園
で
休
憩
。

休
憩
の
後
皇
居
外
苑
を
通
り
和
田
倉
噴

水
公
園
で
持
参
し
た
お
弁
当
を
広
げ
て

昼
食
タ
イ
ム
。

＊
東
御
苑
は
昭
和
４３
年
１０
月
１
日
よ

り
公
開
さ
れ
、
無
料
で
す
。
広
さ
は
２１

万
㎡
の
庭
園
。
中
に
は
都
道
府
県
の
木

が
植
え
て
あ
る
区
域
が
あ
り
ま
す
。
自

分
の
県
の
木
を
探
し
て
見
て
は
。

こ
の
コ
ー
ス
は
だ
い
た
い
９０
分
の
コ

ー
ス
を
２
時
間
か
け
て
回
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
内
か
ら
今
日
歩
い
た
歩
数
が

１
万
３
千
歩
も
歩
い
た
人
が
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
体
力
が
残
っ
て
い
る

人
は
、
皇
居
外
苑
を
散
策
、
桔
梗
門
前

か
ら
坂
下
門
そ
し
て
皇
居
前
広
場
を
歩

い
て
一
番
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
二
重

橋
を
見
て
そ
の
後
皇
居
外
苑
管
理
事
務

所
前
の
楠
木
正
成
像
ま
で
４０
分
歩
き
こ

回
も
立
ち
止
ま
り
な
が
ら
桜
の
写
真
を

撮
る
人
が
多
か
っ
た
で
す
。
川
岸
で
は
、

地
元
の
人
達
が
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て

い
ま
し
た
。

＊
野
川
は
一
級
河
川
で
あ
り
、
国
分

寺
の
日
立
製
作
所
中
央
研
究
所
内
に
水

源
が
あ
る
。

次
に
神
代
植
物
公
園
に
向
か
い
、
そ

の
後
一
時
間
の
自
由
行
動　

休
む
人
、

園
内
に
あ
る
大
温
室
に
行
く
人
が
い
ま

し
た
。
植
物
公
園
を
楽
し
ん
だ
後
、
植

物
公
園
の
深
大
寺
門
か
ら
出
て
鬼
太
郎

茶
屋
向
い
の
広
場
に
集
合
し
て
そ
の
場

で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
コ
ー

ス
は
、
午
前
中
で
終
了
。
午
後
か
ら
希

望
者
の
み
の
参
加
で
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
一

時
間
程
度
散
策
を
し
ま
し
た
。

＊
神
代
植
物
公
園
は
障
害
者
手
帳
で

無
料
で
す
（
付
き
添
い
の
方
も
）。

因
み
に
調
布
駅
か
ら
深
大
寺
ま
で
約

２
・
１
㎞
で
す
。
調
布
駅
か
ら
は
バ
ス

も
出
て
い
ま
す
。
吉
祥
寺
駅
か
ら
深
大

寺
ま
で
は
約
６
・
７
㎞
。
ま
た
三
鷹
駅

か
ら
約
５
・
４
㎞
で
す
。
両
駅
か
ら
バ

ス
も
出
て
い
ま
す
。

＊
御
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
２
０
１
０
年
放
送
、
朝
ド
ラ
の
「
ゲ

ゲ
ゲ
の
女
房
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
使
用

さ
れ
、
出
演
者
の
向
井
理
さ
ん
、
松
下

奈
緒
さ
ん
も
お
蕎
麦
屋
さ
ん
を
利
用
さ

れ
て
い
た
と
か
（
神
代
植
物
園
か
ら
深

大
寺
に
出
る
と
こ
ろ
の
す
ぐ
の
蕎
麦
店

の
方
が
話
し
て
い
ま
し
た
）。

皇
居
東
御
苑
と
皇
居
外
苑

第
６
回　

２
０
１
９
年
６
月
１６
日

（
日
）
３１
名
参
加

大
手
門
を
１０
時
に
出
発
、
入
口
で
手

荷
物
検
査
を
受
け
同
心
番
所
、
百
人
番

所
、
大
番
所
を
通
り
天
守
台
へ
。
天
守

台
か
ら
は
、
南
側
に
丸
の
内
の
ビ
ル
群

が
見
え
、
北
側
に
は
武
道
館
の
た
ま
ね

ぎ
の
形
を
し
た
屋
根
が
見
え
ま
し
た
。

天
守
台
か
ら
の
風
景
を
見
た
あ
と
梅
の

名
所
梅
林
坂
へ
こ
こ
に
は
梅
の
木
が
５０

本
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
梅
林
坂
を
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の
日
の
コ
ー
ス
は
、
終
了
解
散
。

＊
皇
居
前
広
場
は
江
戸
時
代
に
は
諸

大
名
の
屋
敷
や
馬
場
や
厩
舎
が
置
か
れ

て
居
た
所
で
す
。
昭
和
２４
年
４
月
か
ら

一
般
に
広
く
開
放
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

二
重
橋
は
正
門
と
皇
居
に
架
か
る
再
建

さ
れ
た
鉄
橋
で
あ
る
。

大
田
区
洗
足
池
周
辺

第
７
回　

２
０
１
９
年
９
月
１
日

（
日
）
２７
名
参
加

午
前
１０
時
３０
分
東
急
大
岡
山
駅
前
出

発
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
、
洗
足
池
を
一

周
し
て
元
の
駅
戻
る
コ
ー
ス
で
し
た
。

大
岡
山
北
口
商
店
街
を
抜
け
て
清
水

窪
弁
財
天
へ
、
清
水
窪
は
洗
足
池
の
水

源
の
一
つ
で
す
。
清
水
窪
弁
財
天
を
参

拝
し
た
後
洗
足
池
へ
移
動
洗
足
池
に
近

づ
く
に
つ
れ
て
木
が
沢
山
生
い
茂
っ
て

い
て
と
て
も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。

＊
清
水
窪
弁
財
天
は
創
建
が
江
戸
時

代
初
期
か
ら
中
期
ご
ろ
の
も
の
。

暑
さ
の
た
め
か
少
し
疲
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
達
が
い
た
の
で
、
公
園
内
に

あ
る
無
料
休
憩
所
で
１０
分
ほ
ど
休
憩
。

そ
こ
で
参
加
者
全
員
の
記
念
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。

→
洗
足
池
弁
財
天
を
お
参
り
。

→
西
郷
隆
盛
留
魂
碑

→
勝
海
舟
夫
妻
の
お
墓
（
近
く
に
勝
海

舟
記
念
館
が
あ
り
ま
す
）

３
か
所
を
回
っ
た
後
昼
食
休
憩
。

午
後
か
ら
は

→
池
月
橋
を
渡
り
千
束
八
幡
神
社
で
お

参
り

→
出
発
地
で
あ
る
大
岡
山
駅
に
向
か
っ

て
出
発

＊
洗
足
池
は
仏
僧
の
日
蓮
上
人
が
池

上
寺
へ
向
か
う
途
中
、
こ
こ
で
足
を
洗

っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
に
ち
な
ん
で
名

づ
け
ら
れ
た
。
北
千
束
の
清
水
窪
湧
水

な
ど
を
主
な
水
源
と
す
る
淡
水
池
。

帰
り
道
に
、
東
京
工
業
大
学
の
広
い

キ
ャ
ン
パ
ス
内
（
校
舎
内
に
入
ら
な
け

れ
ば
自
由
に
通
っ
て
良
い
）
を
通
っ
て

大
岡
山
駅
に
到
達
。
大
岡
山
駅
に
て
解

散
。＊

東
京
工
業
大
学
は
１
９
２
９
年
に

設
置
さ
れ
た
国
立
大
学
で
す
。
理
学
系
、

工
学
系
に
加
え
情
報
系
、
バ
イ
オ
系
、

社
会
・
経
営
系
を
カ
バ
ー
す
る
理
工
系

総
合
大
学
。
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
白
川

英
樹
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
の

大
隅
良
典
さ
ん
が
教
授
を
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
横
浜
、
田
町
に
も
あ

る
。六

義
園
（
駒
込　

巣
鴨
）
近
辺

第
８
回　

２
０
１
９
年
１２
月
８
日

（
日
）
３０
名
参
加

午
前
１０
時
Ｊ
Ｒ
駒
込
駅
前
の
染
井
吉

野
桜
記
念
公
園
に
集
合

→
六
義
園

紅
葉
が
一
番
綺
麗
な
時
期
だ
っ
た
の

で
、
赤
や
黄
色
と
緑
が
織
り
な
す
溜
め

息
の
出
る
よ
う
な
美
し
さ
に
一
同
大
感

激
し
ま
し
た
。

美
し
い
庭
園
を
一
時
間
余
り
か
け
て

ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

＊
六
義
園
（
り
く
ぎ
え
ん
）
は
岩
崎

弥
太
郎
氏
（
三
菱
創
設
者
）
の
所
有
だ

っ
た
の
が
昭
和
１３
年
に
東
京
市
に
寄
付

さ
れ
一
般
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

開
園
日
は
昭
和
１３
年
１０
月
１６
日

二
つ
目
の
目
的
地
巣
鴨
地
蔵
通
り
商

店
街
に
向
か
い
、
観
光
客
や
地
元
の
人

達
で
混
雑
す
る
中
を
江
戸
六
地
蔵
の
ひ

と
つ
真
正
寺
を
参
拝
し
、
多
く
の
土
産

物
や
名
物
の
塩
大
福
屋
な
ど
見
な
が
ら
、

と
げ
ぬ
き
地
蔵
で
有
名
な「
高
岩
寺
」へ
。

＊
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
は
約
２
０

０
店
が
軒
を
連
ね
る
。
中
仙
道
沿
い
の

街
と
し
て
江
戸
中
期
か
ら
栄
え
明
治
２４

年
に
高
岩
寺
が
移
転
し
て
か
ら
信
仰
の

街
と
し
て
親
し
ま
れ
る
。
塩
大
福
が
有

名
。
因
み
に
六
義
園
か
ら
巣
鴨
ま
で
は

約
２
㎞
で
、
徒
歩
約
２５
分
か
か
り
ま
す
。

高
岩
寺
で
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
と
げ
ぬ

き
地
蔵
の
由
来
な
ど
興
味
深
い
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い

つ
も
よ
り
早
く
こ
の
場
で
解
散
し
ま
し

た
。前

回
と
合
わ
せ
て
今
ま
で
回
っ
た
８

コ
ー
ス
い
か
が
で
し
た
か
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
ま
た
歩
こ

う
会
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

再
開
後
の
こ
と
を
考
え
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

委
員
会
は
、
新
し
い
コ
ー
ス
を
委
員
全

員
で
、
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

�

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会　
　

松
本
茂
利
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東
腎
協
元
会
長（
現
理
事
）

榊
原
靖
夫
さ
ん
を
偲
ん
で

優
れ
た
行
動
力
と
人
脈
作
り

会
長
　
戸
倉
　
振
一

榊
原
靖
夫
さ
ん
が
本
年
１
月
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎

臓
病
協
議
会
（
東
腎
協
）
会
員
を
代
表

し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。

榊
原
さ
ん
は
、
１
９
９
９
年
よ
り
東

腎
協
役
員
と
し
て
活
動
に
参
加
さ
れ
、

２
０
０
３
年
か
ら
２
０
０
９
年
は
第
９

代
会
長
と
し
て
東
腎
協
で
中
心
的
な
役

割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
退
任
後

も
副
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
ご
逝
去

さ
れ
た
本
年
１
月
ま
で
腎
臓
病
患
者
や

人
工
透
析
患
者
の
療
養
環
境
の
整
備
・

向
上
を
目
指
し
患
者
会
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
動
は
東
腎
協
に

留
ま
ら
ず
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
（
理
事
長
）、
一
般
社
団

法
人
日
本
難
病
疾
病
団
体
協
議
会
（
副

代
表
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
腎
臓
サ
ポ
ー
ト

協
会
（
理
事
）、
一
般
社
団
法
人
全
国

腎
臓
病
協
議
会
（
理
事
）
な
ど
加
盟
団

体
や
関
係
団
体
で
も
中
心
的
な
役
割
を

果
た
さ
れ
、
腎
臓
病
だ
け
で
な
く
難
病

患
者
や
障
害
者
の
療
養
環
境
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

榊
原
さ
ん
は
、
持
ち
前
の
行
動
力
と

人
脈
作
り
に
優
れ
て
お
ら
れ
、
患
者
会

活
動
で
も
大
い
に
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
行
政
（
都
や
厚
生
労
働
省
）

や
議
員
（
都
議
会
議
員
や
国
会
議
員
）

等
へ
の
要
請
活
動
で
は
、
先
頭
に
立
た

れ
存
分
に
力
を
発
揮
さ
れ
、
腎
臓
移
植

普
及
推
進
と
啓
発
を
目
的
と
し
た
パ
レ

ー
ド
や
東
腎
協
の
記
念
事
業
等
で
は
、

芸
能
人
も
参
加
す
る
な
ど
幅
広
い
人
脈

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
い
つ
も
全
力
で
活
動
さ
れ
る

こ
と
か
ら
他
の
役
員
等
と
意
見
が
異
な

り
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

し
た
が
持
ち
前
の
力
強
さ
と
明
る
さ
で

乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
榊
原
さ
ん
も
人
工
透
析
治
療
を

行
う
腎
臓
病
の
当
事
者
で
あ
り
、
近
年

は
長
期
透
析
の
合
併
症
な
ど
で
大
変
苦

労
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の
暮
れ

か
ら
は
治
療
の
た
め
に
入
院
し
手
術
を

行
い
、
術
後
は
復
帰
を
目
指
し
リ
ハ
ビ

リ
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
術
後

の
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
大
変
つ
ら
い

リ
ハ
ビ
リ
を
行
わ
れ
て
い
た
と
伺
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
復
帰
へ

の
願
い
が
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

榊
原
さ
ん
の
患
者
会
活
動
へ
の
ご
貢

献
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
患
者
会
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
指
導
、
ご
厚
誼
に
感
謝
し
ま
す

副
会
長
　
古
暮
　
宏

榊
原
さ
ん
と
は
私
が
東
腎
協
理
事
に

な
っ
て
か
ら
４
年
余
り
の
短
い
年
月
の

お
付
き
合
い
で
し
た
が
、
こ
の
間
理
事

会
、政
策
行
政
委
員
会
を
通
じ
ご
指
導
、

ご
厚
誼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

榊
原
さ
ん
は
東
腎
協
会
長
、
副
会
長

と
い
う
要
職
を
長
年
務
め
ら
れ
東
腎
協

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
全
腎
協
理
事
と
し
て
今
日

の
大
変
手
厚
い
透
析
医
療
制
度
の
確
立

に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

併
わ
せ
て
近
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
難
病

団
体
連
合
会
の
理
事
長
と
し
て
難
病
患

者
団
体
の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
の
大

変
重
要
な
お
仕
事
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
が
、
こ
こ
一
年
余
り
闘
病
の
た
め

入
退
院
を
繰
り
返
さ
れ
、
こ
の
間
私
が

東
難
連
理
事
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
榊
原
さ
ん
の
後
任
と

し
て
私
が
理
事
に
推
薦
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
甚
だ
役
不
足
で
す
が
東

難
連
の
発
展
に
少
し
で
も
お
役
に
立
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

榊
原
さ
ん
永
年
に
わ
た
り
透
析
患

者
、
難
病
患
者
会
員

の
た
め
に
ご
尽
力
く

だ
さ
り
お
疲
れ
様
で

し
た
、
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
安
ら
か
に

お
眠
り
下
さ
い
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

榊原　靖夫（さかきばら　やすお）２０２2年 １ 月 ７ 日逝
去。享年７９歳。
１９９９年～２０２２年東腎協理事、２００３年～２００９年東腎協会
長、２０１５年～２０２０年全腎協理事・ＪＰＡ理事、2018年
～2021年東難連理事長、腎臓サポート協会理事
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

扶
桑
薬
品
工
業（
株
）東
京
第
一
支
店
様

青
い
鳥
ハ
ガ
キ
寄
付
御
礼

《
患
者
会
》

織
本
病
院
腎
友
会
、
阿
佐
谷
す
ず
き
腎

友
会ご

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
会
請
願
署
名
・
募
金
御
礼

《
患
者
会
》

秋
葉
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
大
島

腎
友
会
、
大
田
病
院
腎
友
会
、
小
笠
原

ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
腎
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会
、
聖
橋
ク
リ

ニ
ッ
ク
腎
友
会
、虎
の
門
・
高
津
会
（
本

院
）、
代
々
木
病
院
腎
友
会
、
勝
和
な

ご
み
会
、
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

（
新
小
岩
・
船
堀
）、
新
江
東
橋
ク
リ

ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会
、
清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
、
東

葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
岩
患
者
会
、
西
ク
リ

ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会
、
深
川
橋
ク
リ
ニ

ッ
ク
腎
友
会
、
瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎

友
会
、
森
山
友
の
会
、
柳
原
腎
ク
リ
ニ

ッ
ク
健
腎
会
、
あ
か
ま
つ
透
析
ク
リ
ニ

ッ
ク
患
者
会
、
阿
佐
谷
す
ず
き
腎
友
会
、

高
松
医
院
腎
友
会
、
中
野
共
立
病
院
腎

友
会　

絆
の
会
、
練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ

ク
さ
く
ら
会
、
桃
井
診
療
所
腎
友
会
、

優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
昭
島
腎
ク

リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会
、
あ
け
ぼ
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
い
ち
ょ
う
会
、
あ
け
ぼ
の
東

腎
会
サ
ル
ビ
ア
、
織
本
病
院
腎
友
会
、

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会
、
ふ
れ
あ
い
相

互
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
希
望
会
、
立
花
ク
リ

ニ
ッ
ク
友
の
会
、
長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

会
、
永
山
腎
友
会
、
八
王
子
東
町
ク
リ

ニ
ッ
ク
桑
の
実
会
、
羽
村
相
互
診
療
所

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
、
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎

友
会
、
平
山
腎
友
会
、
府
中
け
や
き
会

《
個
人
会
員
》

新
村
敏
明
、
今
関
慧
子
、
南
波
成
子
、

安
斉
和
栄
、
飯
塚
繁
、
荒
井
千
佳
、
末

﨑
美
子
、
小
山
康
子
、
龍
野
裕
通
、
岸

本
敦
、
萩
原
髙
、
松
川
弘
、
菊
地
洋
子
、

反
田
和
男
、
高
野
太
郎
、
内
田
利
男
、

宮
澤
克
人
、
伊
藤
清
、
木
村
ゆ
き
、
末

木
秀
治
、
友
道
国
靖
、
佐
藤
陽
子
、
桝

永
照
也
、
石
山
久
美
子
、
永
田
淑
子
、

木
村
初
恵
、
稲
生
義
文
、
金
子
智
、
小

平
敬
明
、
白
坂
徹
夫
、
糸
賀
久
夫
、
山

辺
静
枝
、
青
木
厚
子
、
伊
藤
勝
之
、
遠

藤
一
男
、
高
橋
雍
子
、
島
田
範
子
、
佐

藤
由
之
、
白
銀
榮
子
、
南
澤
孝
志
、
関　

芳
喜
、
佐
々
木
実
樹
、
根
津
恵
子
、
福

島
昌
昭
、
阿
久
津
秀
雄
、
市
原
銀
、
匿

名
希
望
他

《
賛
助
会
員
》（
敬
称
略
）

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
あ
か
つ
き

印
刷
株
式
会
社

た
く
さ
ん
の
署
名
・
募
金
ご
寄
付
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

切
手
類
ご
寄
付
御
礼

＊
会
員
皆
さ
ま
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
使
用
済
み
切
手
に
つ
き
ま
し

て
、
１
月
に
ま
と
め
て
豊
島
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
ご
寄
付
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
と
し
ま
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
２
月
号
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
と
し

て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
ご
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
青
い
鳥
は
が
き
」の

無
償
配
布
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
は
、
日
本
郵

便
（
株
）
が
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障

害
者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と

認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
東
腎

協
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
「
青
い
鳥

郵
便
は
が
き
」
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

東
腎
協
財
政
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
ご

協
力
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
受
付
期
間

２
０
２
２
年
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
同

年
５
月
３１
日
（
火
）
ま
で

◎
配
布
期
間

２
０
２
２
年
４
月
２０
日
（
水
）
以
降

● ４月１７日（日）
第１７５回理事会
● ４月１７日（日）
政策行政委員会（午前中）
● ４月２４日（日）
全腎協第３３回通常理事会
● ５月２３日（日）
第１７６回理事会
● ６月 ５日（日）
東腎協第１７回総会（東京都障害者福
祉会館・田町）（予定）
● ６月１２日（日）
５０年史編集委員会
● ６月１８日（土）
全腎協２０２２年度全国総会（予定）
● ６月１９日（日）
全腎協創立５０周年記念式典（予定）
● ６月２６日（日）
第１７７回理事会
● ７月２４日（日）
第１７８回理事会

今後の活動予定
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１
．
お
申
し
込
み
方
法

（
１
）
窓
口
で
の
申
込
方
法

窓
口
で
配
布
の
希
望
を
申
し
込
み
す

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
（
簡
易

郵
便
局
を
除
き
ま
す
。）
に
身
体
障
害

者
手
帳
を
ご
提
示
の
上
「
青
い
鳥
郵
便

葉
書
配
布
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、

代
理
人
に
よ
る
ご
提
出
も
可
能
で
す
。

（
２
）
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
方
法

郵
送
に
よ
り
配
布
の
希
望
の
申
し
込

み
を
す
る
場
合
は
、適
宜
の
用
紙
に「
青

い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」
と
同
等

の
内
容
を
記
入
し
身
体
障
害
者
手
帳
の

写
し
と
と
も
に
最
寄
り
の
郵
便
局
に
ご

郵
送
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
帳
の
写
し
は
、
手
帳
の
種

類
、
級
別
ま
た
は
程
度
、
氏
名
及
び
住

所
が
確
認
で
き
る
頁
を
お
送
り
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
３
）
配
布
方
法

２
０
２
２
年
４
月
２０
日
（
水
）
以
降
、

最
寄
り
の
配
達
を
受
け
持
つ
郵
便
局
か

ら
お
届
け
さ
れ
ま
す
。
郵
便
局
の
窓
口

で
は
お
渡
し
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

前
号
の
お
詫
び

○
冬
号
「
２
０
２
２
年
賀
名
刺
広
告
」

で
以
下
の
賛
助
会
員
様
の
名
称
に
誤
り

が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
お
詫
び
致
し
ま

す
。

（
誤
り
）
医
療
法
人
社
団
松
缶
会　

東

武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
訂
正
）
医
療
法
人
社
団
松
岳
会　

東

武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

編
集
後
記

○
コ
ロ
ナ
も
感
染
者
が
高
止
ま
り
で
な

か
な
か
収
束
し
な
い
。
世
の
中
は
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
で
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
も
旅
行

も
飲
食
も
以
前
の
様
相
に
戻
っ
た
。
入

院
病
床
、
ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬
等
が
確

保
さ
れ
る
な
ら
そ
れ
も
一
つ
の
選
択
肢

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
透
析
患
者
は
自

己
管
理
・
防
衛
で
乗
り
切
る
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

○
新
年
度
が
始
ま
っ
た
。
３
年
振
り
の

対
面
式
諸
行
事
は
無
事
に
開
催
さ
れ
る

だ
ろ
う
か
、
事
務
局
と
し
て
は
準
備
だ

け
は
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

中
で
も
５０
周
年
事
業
の
「
記
念
式
典
」

「
記
念
誌
発
行
」「
会
員
実
態
調
査
」

は
東
腎
協
あ
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
だ
。
気
を
新
た
に
取
り

組
む
覚
悟
で
す
。

○
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
止
ま

ら
な
い
。
あ
の
「
Ｚ
」
マ
ー
ク
を
見
る

と
「
卍
」
の
ナ
チ
ス
を
連
想
し
て
し
ま

う
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
プ
ー

チ
ン
の
国
内
支
持
率
は
８０
％
超
え
、
ロ

シ
ア
国
民
は
「
西
側
の
報
道
は
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
」
と
口
々
に
侵
略
を
正
当

化
す
る
。
今
の
時
代
に
、
こ
の
報
道
を

見
て
理
解
に
苦
し
む
の
は
私
だ
け
だ
ろ

う
か
。
地
球
上
で
は
い
つ
の
時
代
で
も

紛
争
が
絶
え
な
い
。
私
は
い
か
な
る
理

由
で
も
戦
争
は
反
対
だ
。�

（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

○
野
良
猫
の
事
を
書
き
ま
す
。
私
の
住

ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
及
び
一
軒
家
の

周
り
に
住
み
着
い
て
い
た
ネ
コ
が
２
月

中
旬
に
亡
く
な
っ
た
。
グ
レ
ー
と
白
の

ネ
コ
で
か
わ
い
い
顔
を
し
て
い
て
、
十

数
年
に
わ
た
っ
て
観
察
し
て
い
た
。
我

が
家
で
は
「
ト
ト
ロ
」
と
名
づ
け
て
い

た
。
後
か
ら
来
た
黒
い
ネ
コ
（
黒
ち
ゃ

ん
と
呼
ん
で
い
た
）
に
地
位
を
逆
転
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
よ
く
２
匹
で
現

れ
て
い
た
。

ト
ト
ロ
は
警
戒
心
が
強
く
常
に
、
す

ぐ
逃
げ
ら
れ
る
体
勢
を
と
っ
て
い
た
。

車
に
爪
で
傷
を
つ
け
ら
れ
る
事
も
あ
っ

た
が
、
可
愛
か
っ
た
。
黒
ち
ゃ
ん
が
居

な
く
な
り
、
一
匹
に
な
っ
て
か
ら
あ
ま

り
人
前
に
出
て
こ
な
く
な
っ
た
。

２
月
６
日
の
朝
、
久
し
ぶ
り
に
長
時

間
、
日
向
ぼ
っ
こ
し
て
い
る
姿
を
見
て

思
わ
ず
写
真
を
撮
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数

日
後
に
亡
く
な
っ
た
。
動
物
好
き
の
人

が
庭
先
に
用
意
し
て
お
い
た
毛
布
に
、

く
る
ま
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
十
数
年
も

見
守
っ
て
き
た
だ
け
に
と
て
も
寂
し
い
。

新
し
い
野
良
猫
ち
ゃ
ん
が
現
れ
る
の
を

待
っ
て
い
る
の
だ
が
…
。�

（
三
好
）

○
４
月
７
日
、今
年
の
目
標
其
の
壱【
Ｔ

シ
ャ
ツ
が
似
合
う
体
】
開
始
で
す
。
錆

び
つ
い
た
身
体
（
身
長
１
７
４
㎝
、
体

重
８４
㎏
）
に
負
荷
を
か
け
る
べ
く
筋
ト

レ
を
始
め
ま
し
た
。
目
標
は
１５
㎏
減
の

６７
㎏
。
メ
ニ
ュ
ー
等
も
書
く
と
長
く
な

り
ま
す
の
で
省
き
ま
す
。

４
月
６
日
、
東
京
で
２１
・
８
度
を
記

録
し
、
上
着
を
脱
い
で
い
る
方
が
目
立

ち
ま
し
た
。
な
か
に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚

で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
歩
い
て
い
る
若

者
の
姿
も
あ
り
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
羨
ま

し
い
な
あ
…
」
コ
レ
が
「
今
年
の
目
標

其
の
壱
」
キ
ッ
カ
ケ
に
。

身
体
の
ラ
イ
ン
が
気
に
な
り
、
猛
暑

で
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
上
に
上
着
を
着
て
汗

だ
く
で
過
ご
す
夏
は
毎
年
の
こ
と
。「
Ｔ

シ
ャ
ツ
１
枚
」
で
の
外
出
に
は
憧
れ
と

嫉
妬
の
気
持
ち
が
半
々
も
（
笑
）

こ
ん
な
感
じ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
今
年

の
目
標
其
の
壱
。
１０
月
に
予
定
し
て
い

る
東
腎
協
５０
周
年
記
念
式
典
の
時
に
は

「
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
似
合
う
体
」
に
な
っ
て

い
た
ら
嬉
し
い
な
ぁ
。�

（
松
山
）
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さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
よ
く
２
匹
で
現

れ
て
い
た
。

ト
ト
ロ
は
警
戒
心
が
強
く
常
に
、
す

ぐ
逃
げ
ら
れ
る
体
勢
を
と
っ
て
い
た
。

車
に
爪
で
傷
を
つ
け
ら
れ
る
事
も
あ
っ

た
が
、
可
愛
か
っ
た
。
黒
ち
ゃ
ん
が
居

な
く
な
り
、
一
匹
に
な
っ
て
か
ら
あ
ま

り
人
前
に
出
て
こ
な
く
な
っ
た
。

２
月
６
日
の
朝
、
久
し
ぶ
り
に
長
時

間
、
日
向
ぼ
っ
こ
し
て
い
る
姿
を
見
て

思
わ
ず
写
真
を
撮
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数

日
後
に
亡
く
な
っ
た
。
動
物
好
き
の
人

が
庭
先
に
用
意
し
て
お
い
た
毛
布
に
、

く
る
ま
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
十
数
年
も

見
守
っ
て
き
た
だ
け
に
と
て
も
寂
し
い
。

新
し
い
野
良
猫
ち
ゃ
ん
が
現
れ
る
の
を

待
っ
て
い
る
の
だ
が
…
。�

（
三
好
）

○
４
月
７
日
、今
年
の
目
標
其
の
壱【
Ｔ

シ
ャ
ツ
が
似
合
う
体
】
開
始
で
す
。
錆

び
つ
い
た
身
体
（
身
長
１
７
４
㎝
、
体

重
８４
㎏
）
に
負
荷
を
か
け
る
べ
く
筋
ト

レ
を
始
め
ま
し
た
。
目
標
は
１５
㎏
減
の

６７
㎏
。
メ
ニ
ュ
ー
等
も
書
く
と
長
く
な

り
ま
す
の
で
省
き
ま
す
。

４
月
６
日
、
東
京
で
２１
・
８
度
を
記

録
し
、
上
着
を
脱
い
で
い
る
方
が
目
立

ち
ま
し
た
。
な
か
に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚

で
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
歩
い
て
い
る
若

者
の
姿
も
あ
り
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
羨
ま

し
い
な
あ
…
」
コ
レ
が
「
今
年
の
目
標

其
の
壱
」
キ
ッ
カ
ケ
に
。

身
体
の
ラ
イ
ン
が
気
に
な
り
、
猛
暑

で
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
上
に
上
着
を
着
て
汗

だ
く
で
過
ご
す
夏
は
毎
年
の
こ
と
。「
Ｔ

シ
ャ
ツ
１
枚
」
で
の
外
出
に
は
憧
れ
と

嫉
妬
の
気
持
ち
が
半
々
も
（
笑
）

こ
ん
な
感
じ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
今
年

の
目
標
其
の
壱
。
１０
月
に
予
定
し
て
い

る
東
腎
協
５０
周
年
記
念
式
典
の
時
に
は

「
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
似
合
う
体
」
に
な
っ
て

い
た
ら
嬉
し
い
な
ぁ
。�

（
松
山
）
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